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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ネットワーク情報を使用して制御基準送信を、ライセンススペクトルおよびアンライセ
ンススペクトルを使用する基地局またはユーザ機器（ＵＥ）によって、生成することと、
前記制御基準送信はアンライセンスキャリアの送信チャネルを介して送信される、
　前記制御基準送信のための送信時間を、前記基地局または前記ＵＥによって、スケジュ
ールすることと、ここにおいて、前記制御基準送信がクリアチャネルアセスメント免除送
信（ＣＥＴ）を含む、
　最初にクリアチャネルについて検査することなしに、前記制御基準送信の前記スケジュ
ールされた送信時間より前に、前記スケジュールに従ってアンライセンスキャリア上でチ
ャネル予約信号を、前記基地局または前記ＵＥによって、送信することと、ここにおいて
、前記チャネル予約信号は、アンライセンスアクセスポイントに干渉送信のバックオフを
行わせるためのものである、
　前記スケジュールされた送信時間において前記アンライセンスキャリア上で前記制御基
準送信を、前記基地局または前記ＵＥによって、送信することと
　を備える、ライセンススペクトルおよびアンライセンススペクトルを使用するワイヤレ
ス通信の方法。
【請求項２】
　前記チャネル予約信号が、
　チャネル使用ビーコン信号（ＣＵＢＳ：channel usage beacon signal）、
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　送信要求（ＲＴＳ）信号、または
　送信クリア（ＣＴＳ）信号
　のうちの少なくとも１つを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記制御基準送信を生成するために使用される前記ネットワーク情報が、
　基地局に関連付けられた同期情報と、
　前記基地局に関連付けられた共通基準信号（ＣＲＳ）と、
　前記基地局に関連付けられたブロードキャストチャネルと、
　前記基地局に関連付けられたタイミング情報と、
　前記基地局に関連付けられた周波数情報と、
　前記基地局のセル識別子（ＩＤ）と、
　前記基地局に関連付けられたチャネル状態測定値と、
　前記基地局に関連付けられた１つまたは複数のネットワークパラメータと、
　前記基地局によってサービスされる１つまたは複数のユーザ機器（ＵＥ）に関連付けら
れたページング情報と、
　前記基地局によってサービスされる前記１つまたは複数のＵＥに関連付けられた今度の
トラフィックの情報と
　のうちの１つまたは複数を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　ライセンススペクトルおよびアンライセンススペクトルを使用するワイヤレス通信のた
めに構成された装置であって、
　ネットワーク情報を使用して制御基準送信を生成するための手段と、前記制御基準送信
はアンライセンスキャリアの送信チャネルを介して送信される、
　前記制御基準送信のための送信時間をスケジュールするための手段と、ここにおいて、
前記制御基準送信がクリアチャネルアセスメント免除送信（ＣＥＴ）を含む、
　最初にクリアチャネルについて検査することなしに、前記制御基準送信の前記スケジュ
ールされた送信時間より前に、前記スケジュールに従ってアンライセンスキャリア上でチ
ャネル予約信号を送信するための手段と、ここにおいて、前記チャネル予約信号は、アン
ライセンスアクセスポイントに干渉送信のバックオフを行わせるためのものである、
　前記スケジュールされた送信時間において前記アンライセンスキャリア上で前記制御基
準送信を送信するための手段と
　を備える、ライセンススペクトルおよびアンライセンススペクトルを使用するワイヤレ
ス通信のために構成された装置。
【請求項５】
　前記チャネル予約信号が、
　チャネル使用ビーコン信号（ＣＵＢＳ）、
　送信要求（ＲＴＳ）信号、または
　送信クリア（ＣＴＳ）信号
　のうちの少なくとも１つを含む、請求項４に記載の装置。
【請求項６】
　前記制御基準送信を生成するために使用される前記ネットワーク情報が、
　基地局に関連付けられた同期情報と、
　前記基地局に関連付けられた共通基準信号（ＣＲＳ）と、
　前記基地局に関連付けられたブロードキャストチャネルと、
　前記基地局に関連付けられたタイミング情報と、
　前記基地局に関連付けられた周波数情報と、
　前記基地局のセル識別子（ＩＤ）と、
　前記基地局に関連付けられたチャネル状態測定値と、
　前記基地局に関連付けられた１つまたは複数のネットワークパラメータと、
　前記基地局によってサービスされる１つまたは複数のユーザ機器（ＵＥ）に関連付けら
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れたページング情報と、
　前記基地局によってサービスされる前記１つまたは複数のＵＥに関連付けられた今度の
トラフィックの情報と
　のうちの１つまたは複数を含む、請求項４に記載の装置。
【請求項７】
　プログラムコードを記録した非一時的コンピュータ可読媒体であって、前記プログラム
コードは、請求項１ないし３のいずれか一項に記載の方法を実行するように構成される、
非一時的コンピュータ可読媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　関連出願の相互参照
　[0001]　本出願は、その全体が参照により本明細書に明確に組み込まれる、２０１４年
６月３日に出願された「PROTECTED CET TRANSMISSION AND RECEPTION」と題する米国仮特
許出願第６２／００７，１１３号、および２０１５年６月２日に出願された「PROTECTED 
CET TRANSMISSION AND RECEPTION」と題する米国実用特許出願第１４／７２８，８５９号
の利益を主張する。
【０００２】
　[0002]　本開示の態様は、一般にワイヤレス通信システムに関し、より詳細には、保護
されたクリアチャネルアセスメント（ＣＣＡ：clear channel assessment）免除送信（Ｃ
ＥＴ：CCA-exempt transmission）送信および受信に関する。
【背景技術】
【０００３】
　[0003]　ワイヤレス通信ネットワークは、音声、ビデオ、パケットデータ、メッセージ
ング、ブロードキャストなどの様々な通信サービスを提供するために広く展開されている
。これらのワイヤレスネットワークは、利用可能なネットワークリソースを共有すること
によって複数のユーザをサポートすることが可能な多元接続ネットワークであり得る。通
常、多元接続ネットワークである、そのようなネットワークは、利用可能なネットワーク
リソースを共有することによって複数のユーザのための通信をサポートする。そのような
ネットワークの一例はユニバーサル地上波無線アクセスネットワーク（ＵＴＲＡＮ：Univ
ersal Terrestrial Radio Access Network）である。ＵＴＲＡＮは、第３世代パートナー
シッププロジェクト（３ＧＰＰ（登録商標）：3rd Generation Partnership Project）に
よってサポートされる第３世代（３Ｇ）モバイルフォン技術である、ユニバーサルモバイ
ルテレコミュニケーションズシステム（ＵＭＴＳ：Universal Mobile Telecommunication
s System）の一部として定義された無線アクセスネットワーク（ＲＡＮ：radio access n
etwork）である。多元接続ネットワークフォーマットの例としては、符号分割多元接続（
ＣＤＭＡ）ネットワーク、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）ネットワーク、周波数分割多元接
続（ＦＤＭＡ）ネットワーク、直交ＦＤＭＡ（ＯＦＤＭＡ）ネットワーク、およびシング
ルキャリアＦＤＭＡ（ＳＣ－ＦＤＭＡ）ネットワークがある。
【０００４】
　[0004]　ワイヤレス通信ネットワークは、いくつかのユーザ機器（ＵＥ：user equipme
nt）のための通信をサポートすることができるいくつかの基地局またはノードＢを含み得
る。ＵＥは、ダウンリンクおよびアップリンクを介して基地局と通信し得る。ダウンリン
ク（または順方向リンク）は基地局からＵＥへの通信リンクを指し、アップリンク（また
は逆方向リンク）はＵＥから基地局への通信リンクを指す。
【０００５】
　[0005]　基地局は、ＵＥにダウンリンク上でデータおよび制御情報を送信し得、および
／またはＵＥからアップリンク上でデータおよび制御情報を受信し得る。ダウンリンク上
では、基地局からの送信は、ネイバー基地局からの送信、または他のワイヤレス無線周波
数（ＲＦ）送信機からの送信による干渉に遭遇することがある。アップリンク上では、Ｕ
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Ｅからの送信は、ネイバー基地局と通信する他のＵＥのアップリンク送信からの干渉、ま
たは他のワイヤレスＲＦ送信機からの干渉に遭遇することがある。この干渉は、ダウンリ
ンクとアップリンクの両方で性能を劣化させることがある。
【０００６】
　[0006]　モバイルブロードバンドアクセスに対する需要が増加し続けるにつれて、干渉
および輻輳ネットワーク（interference and congested network）の可能性は、より多く
のＵＥが長距離ワイヤレス通信ネットワークにアクセスし、より多くの短距離ワイヤレス
システムがコミュニティにおいて展開されるようになるとともに増大する。モバイルブロ
ードバンドアクセスに対する増大する需要を満たすためだけでなく、モバイル通信のユー
ザエクスペリエンス（user experience）を進化および向上させるためにもＵＭＴＳ技術
を進化させる研究および開発が続けられている。
【発明の概要】
【０００７】
　[0007]　本開示の一態様では、ワイヤレス通信の方法は、ネットワーク情報（network 
information）を使用して制御基準送信（control-reference transmission）を生成する
ことと、制御基準送信のスケジュールされた送信時間（scheduled transmission time）
より前にアンライセンスキャリア（unlicensed carrier）上でチャネル予約信号（channe
l reserving signal）を送信することと、スケジュールされた送信時間においてアンライ
センスキャリア上で制御基準送信を送信することとを含む。
【０００８】
　[0008]　本開示の追加の態様では、ワイヤレス通信の方法は、ネットワーク情報を使用
して制御基準送信を生成することと、アンライセンスキャリア上での制御基準送信の送信
のためのスケジュールされた制御基準送信ウィンドウ（scheduled control-reference tr
ansmission window）内のロケーション（location）を選択することと、スケジュールさ
れた制御基準送信ウィンドウ内のロケーションにおいてアンライセンスキャリア上で制御
基準送信を送信することとを含む。
【０００９】
　[0009]　本開示の追加の態様では、ワイヤレス通信の方法は、アンライセンスキャリア
上でのサービング基地局からのダウンリンク制御基準送信（downlink control-reference
 transmission）のスケジュールを決定することと、スケジュールに従って次の制御基準
送信より前にアンライセンスキャリア上でチャネル予約信号を送信することと、アンライ
センスキャリア上での次の制御基準送信を受信することとを含む。
【００１０】
　[0010]　本開示の追加の態様では、基地局によってサービスされるＵＥからのアップリ
ンク制御基準送信受信（uplink control-reference transmission reception）の予想さ
れる持続時間（expected duration）を決定することと、保護信号（protection signal）
を送信することと、ここにおいて、保護信号が、アップリンク制御基準送信受信の予想さ
れる持続時間の少なくとも持続時間の保護持続時間（protection duration）を識別する
、予想されるアップリンク制御基準送信（expected uplink control-reference transmis
sion）を監視することとを含むワイヤレス通信の方法。
【００１１】
　[0011]　本開示の追加の態様では、ワイヤレス通信のために構成された装置は、ネット
ワーク情報を使用して制御基準送信を生成するための手段と、制御基準送信のスケジュー
ルされた送信時間より前にアンライセンスキャリア上でチャネル予約信号を送信するため
の手段と、スケジュールされた送信時間においてアンライセンスキャリア上で制御基準送
信を送信するための手段とを含む。
【００１２】
　[0012]　本開示の追加の態様では、ワイヤレス通信のために構成された装置は、ネット
ワーク情報を使用して制御基準送信を生成するための手段と、アンライセンスキャリア上
での制御基準送信の送信のためのスケジュールされた制御基準送信ウィンドウ内のロケー
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ションを選択するための手段と、スケジュールされた制御基準送信ウィンドウ内のロケー
ションにおいてアンライセンスキャリア上で制御基準送信を送信するための手段とを含む
。
【００１３】
　[0013]　本開示の追加の態様では、ワイヤレス通信のために構成された装置は、アンラ
イセンスキャリア上でのサービング基地局からのダウンリンク制御基準送信のスケジュー
ルを決定するための手段と、スケジュールに従って次の制御基準送信より前にアンライセ
ンスキャリア上でチャネル予約信号を送信するための手段と、アンライセンスキャリア上
での次の制御基準送信を受信するための手段とを含む。
【００１４】
　[0014]　本開示の追加の態様では、基地局によってサービスされるＵＥから送信される
予想されるアップリンク制御基準送信のためのアップリンク制御基準送信受信の予想され
る持続時間を決定するための手段と、保護信号を送信するための手段と、ここにおいて、
保護信号が、アップリンク制御基準送信受信の予想される持続時間の少なくとも持続時間
（duration）の保護持続時間を識別する、予想されるアップリンク制御基準送信を監視す
るための手段とを含むワイヤレス通信のために構成された装置。
【００１５】
　[0015]　本開示の追加の態様では、プログラムコード（program code）を記録したコン
ピュータ可読媒体（computer-readable medium）。このプログラムコードは、ネットワー
ク情報を使用して制御基準送信を生成するためのコードと、制御基準送信のスケジュール
された送信時間より前にアンライセンスキャリア上でチャネル予約信号を送信するための
コードと、スケジュールされた送信時間においてアンライセンスキャリア上で制御基準送
信を送信するためのコードとを含む。
【００１６】
　[0016]　本開示の追加の態様では、プログラムコードを記録したコンピュータ可読媒体
。このプログラムコードは、ネットワーク情報を使用して制御基準送信を生成するための
コードと、アンライセンスキャリア上での制御基準送信の送信のためのスケジュールされ
た制御基準送信ウィンドウ内のロケーションを選択するためのコードと、スケジュールさ
れた制御基準送信ウィンドウ内のロケーションにおいてアンライセンスキャリア上で制御
基準送信を送信するためのコードとを含む。
【００１７】
　[0017]　本開示の追加の態様では、プログラムコードを記録したコンピュータ可読媒体
。このプログラムコードは、アンライセンスキャリア上でのサービング基地局からのダウ
ンリンク制御基準送信のスケジュールを決定するためのコードと、スケジュールに従って
次の制御基準送信より前にアンライセンスキャリア上でチャネル予約信号を送信するため
のコードと、アンライセンスキャリア上での次の制御基準送信を受信するためのコードと
を含む。
【００１８】
　[0018]　本開示の追加の態様では、プログラムコードを記録したコンピュータ可読媒体
。このプログラムコードは、基地局によってサービスされるＵＥから送信される予想され
るアップリンク制御基準送信のためのアップリンク制御基準送信受信の予想される持続時
間を決定するためのコードと、保護信号を送信するためのコードと、ここにおいて、保護
信号が、アップリンク制御基準送信受信の予想される持続時間の少なくとも持続時間の保
護持続時間を識別する、予想されるアップリンク制御基準送信を監視するためのコードと
を含む。
【００１９】
　[0019]　本開示の追加の態様では、装置は、少なくとも１つのプロセッサと、プロセッ
サに結合されたメモリとを含む。プロセッサは、ネットワーク情報を使用して制御基準送
信を生成することと、制御基準送信のスケジュールされた送信時間より前にアンライセン
スキャリア上でチャネル予約信号を送信することと、スケジュールされた送信時間におい
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てアンライセンスキャリア上で制御基準送信を送信することとを行うように構成される。
【００２０】
　[0020]　本開示の追加の態様では、装置は、少なくとも１つのプロセッサと、プロセッ
サに結合されたメモリとを含む。プロセッサは、ネットワーク情報を使用して制御基準送
信を生成することと、アンライセンスキャリア上での制御基準送信の送信のためのスケジ
ュールされた制御基準送信ウィンドウ内のロケーションを選択することと、スケジュール
された制御基準送信ウィンドウ内のロケーションにおいてアンライセンスキャリア上で制
御基準送信を送信することとを行うように構成される。
【００２１】
　[0021]　本開示の追加の態様では、装置は、少なくとも１つのプロセッサと、プロセッ
サに結合されたメモリとを含む。プロセッサは、アンライセンスキャリア上でのサービン
グ基地局からのダウンリンク制御基準送信のスケジュールを決定することと、スケジュー
ルに従って次の制御基準送信より前にアンライセンスキャリア上でチャネル予約信号を送
信することと、アンライセンスキャリア上での次の制御基準送信を受信することとを行う
ように構成される。
【００２２】
　[0022]　本開示の追加の態様では、装置は、少なくとも１つのプロセッサと、プロセッ
サに結合されたメモリとを含む。プロセッサは、基地局によってサービスされるＵＥから
送信される予想されるアップリンク制御基準送信のためのアップリンク制御基準送信受信
の予想される持続時間を決定することと、保護信号を送信することと、ここにおいて、保
護信号が、アップリンク制御基準送信受信の予想される持続時間の少なくとも持続時間の
保護持続時間を識別する、予想されるアップリンク制御基準送信を監視することとを行う
ように構成される。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】[0023]　様々な実施形態による、ワイヤレス通信システムの一例を示す図。
【図２Ａ】[0024]　様々な実施形態による、アンライセンススペクトル（unlicensed spe
ctrum）中でＬＴＥ（登録商標）を使用するための展開シナリオの例を示す図。
【図２Ｂ】[0025]　様々な実施形態による、アンライセンススペクトル中でＬＴＥを使用
するための展開シナリオの別の例を示す図。
【図３】[0026]　様々な実施形態による、ライセンスおよびアンライセンススペクトル（
licensed and unlicensed spectrum）中でＬＴＥをコンカレントに使用するときのキャリ
アアグリゲーション（carrier aggregation）の一例を示す図。
【図４】[0027]　本開示の一態様に従って構成された基地局／ｅＮＢおよびＵＥの設計を
示すブロック図。
【図５】[0028]　アンライセンスキャリア上でのダウンリンク送信ストリームを示すブロ
ック図。
【図６】[0029]　通信のために少なくともアンライセンスキャリアを使用するように構成
されたワイヤレスネットワークを示すブロック図。
【図７】[0030]　本開示の一態様を実装するために実行される例示的なブロックを示す機
能ブロック図。
【図８Ａ】[0031]　本開示の一態様を実装するために実行される例示的なブロックを示す
機能ブロック図。
【図８Ｂ】[0032]　本開示の一態様に従って構成された通信システムにおける送信ストリ
ームを示すブロック図。
【図９Ａ】[0033]　本開示の一態様に従って構成された通信システムの送信ストリームを
示すブロック図。
【図９Ｂ】[0034]　本開示の一態様を実装するために実行される例示的なブロックを示す
機能ブロック図。
【図９Ｃ】[0035]　本開示の一態様に従って構成された通信システムにおける送信ストリ
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ームを示すブロック図。
【図９Ｄ】[0036]　本開示の一態様を実装するために実行される例示的なブロックを示す
機能ブロック図。
【図１０】[0037]　本開示の一態様に従って構成された通信システムにおける送信ストリ
ームを示すブロック図。
【図１１Ａ】[0038]　本開示の一態様に従って構成された通信システムの送信ストリーム
を示すブロック図。
【図１１Ｂ】[0039]　本開示の一態様を実装するために実行される例示的なブロックを示
す機能ブロック図。
【発明を実施するための形態】
【００２４】
　[0040]　添付の図面に関して以下に示す発明を実施するための形態は、様々な構成を説
明するものであり、本開示の範囲を限定するものではない。そうではなく、発明を実施す
るための形態は、本発明の主題の完全な理解を与えるための具体的な詳細を含む。これら
の具体的な詳細は、あらゆる場合において必要とされるとは限らないことと、いくつかの
事例では、よく知られている構造および構成要素は提示を明快にするためにブロック図の
形式で示されることとが当業者には明らかであろう。
【００２５】
　[0041]　事業者は、これまで、セルラーネットワークにおける輻輳の常に増加するレベ
ルを軽減するためにアンライセンススペクトルを使用するための主要な機構としてＷｉＦ
ｉ（登録商標）を見てきた。しかしながら、アンライセンススペクトルを含むＬＴＥ／Ｌ
ＴＥ－Ａに基づくニューキャリアタイプ（ＮＣＴ：new carrier type）はキャリアグレー
ドＷｉＦｉに適合し得るので、アンライセンススペクトルを用いるＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａが
ＷｉＦｉの代替になる。アンライセンススペクトルを用いるＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａは、ＬＴ
Ｅ概念を活用し得、アンライセンススペクトル中での効率的な動作を可能にすることと、
規制要件を満たすこととのために、ネットワークまたはネットワークデバイスの物理レイ
ヤ（ＰＨＹ）およびメディアアクセス制御（ＭＡＣ）態様にいくつかの変更を導入し得る
。アンライセンススペクトルは、たとえば、６００メガヘルツ（ＭＨｚ）から６ギガヘル
ツ（ＧＨｚ）までにわたり得る。いくつかのシナリオでは、アンライセンススペクトルを
用いるＬＴＥ／ＬＴＥ－ＡはＷｉＦｉよりも著しく良好に機能し得る。たとえば、全Ｗｉ
Ｆｉ展開と比較して、または高密度スモールセル展開（dense small cell deployment）
があるとき、（単一または複数の事業者のための）アンライセンススペクトル展開を用い
る全ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａは、アンライセンススペクトルを用いるＬＴＥ／ＬＴＥ－ＡはＷ
ｉＦｉよりも著しく良好に機能し得る。アンライセンススペクトルを用いるＬＴＥ／ＬＴ
Ｅ－Ａは、アンライセンススペクトルを用いるＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａが（単一または複数の
事業者のために）ＷｉＦｉと混合されるときなど、他のシナリオにおいてＷｉＦｉよりも
良好に機能し得る。
【００２６】
　[0042]　単一のサービスプロバイダ（ＳＰ：service provider）の場合、アンライセン
ススペクトルを用いるＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワークは、ライセンススペクトル（lice
nsed spectrum）上のＬＴＥネットワークと同期しているように構成され得る。しかしな
がら、複数のＳＰによって所与のチャネル上で展開されるアンライセンススペクトルを用
いるＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワークは、複数のＳＰにわたって同期しているように構成
され得る。上記の特徴の両方を組み込むための１つの手法は、所与のＳＰのために、アン
ライセンススペクトルを用いないＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワークと、アンライセンスス
ペクトルを用いるＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワークとの間で一定のタイミングオフセット
（timing offset）を使用することを伴い得る。アンライセンススペクトルを用いるＬＴ
Ｅ／ＬＴＥ－Ａネットワークは、ＳＰの必要に従ってユニキャストおよび／またはマルチ
キャストサービスを与え得る。その上、アンライセンススペクトルを用いるＬＴＥ／ＬＴ
Ｅ－Ａネットワークは、ＬＴＥセルが、アンライセンススペクトルを用いるＬＴＥ／ＬＴ
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Ｅ－Ａセルのために、アンカーとして働き、関連するセル情報（たとえば、無線フレーム
タイミング、共通チャネル構成、システムフレーム番号またはＳＦＮなど）を与える、ブ
ートストラップモード（bootstrapped mode）で動作し得る。このモードでは、アンライ
センススペクトルを用いないＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａと、アンライセンススペクトルを用いる
ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａとの間に緊密な相互作用があり得る。たとえば、ブートストラップモ
ードは、上記で説明した補足ダウンリンク（supplemental downlink）モードとキャリア
アグリゲーションモード（carrier aggregation mode）とをサポートし得る。アンライセ
ンススペクトルを用いるＬＴＥ／ＬＴＥ－ＡネットワークのＰＨＹ－ＭＡＣレイヤは、ア
ンライセンススペクトルを用いるＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワークが、アンライセンスス
ペクトルを用いないＬＴＥネットワークとは無関係に動作する、スタンドアロンモード（
standalone mode）で動作し得る。この場合、たとえば、アンライセンススペクトルセル
を用いる／用いないコロケート（co-located）されたＬＴＥ／ＬＴＥ－ＡとのＲＬＣレベ
ルアグリゲーション、あるいは複数のセルおよび／または基地局にわたるマルチフローに
基づいて、アンライセンススペクトルを用いないＬＴＥと、アンライセンススペクトルを
用いるＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａとの間に緩い相互作用があり得る。
【００２７】
　[0043]　本明細書で説明する技法は、ＬＴＥに限定されず、ＣＤＭＡ、ＴＤＭＡ、ＦＤ
ＭＡ、ＯＦＤＭＡ、ＳＣ－ＦＤＭＡ、および他のシステムなど、様々なワイヤレス通信シ
ステムのためにも使用され得る。「システム」および「ネットワーク」という用語は、し
ばしば互換的に使用される。ＣＤＭＡシステムは、ＣＤＭＡ２０００、ユニバーサル地上
波無線アクセス（ＵＴＲＡ）などの無線技術を実装し得る。ＣＤＭＡ２０００は、ＩＳ－
２０００、ＩＳ－９５、およびＩＳ－８５６規格をカバーする。ＩＳ－２０００リリース
０およびＡは、一般に、ＣＤＭＡ２０００　１Ｘ、１Ｘなどと呼ばれる。ＩＳ－８５６（
ＴＩＡ－８５６）は、一般に、ＣＤＭＡ２０００　１ｘＥＶ－ＤＯ、Ｈｉｇｈ　Ｒａｔｅ
　Ｐａｃｋｅｔ　Ｄａｔａ（ＨＲＰＤ）などと呼ばれる。ＵＴＲＡは、広帯域ＣＤＭＡ（
ＷＣＤＭＡ（登録商標））およびＣＤＭＡの他の変形態を含む。ＴＤＭＡシステムは、モ
バイル通信用グローバルシステム（ＧＳＭ（登録商標）：Global System for Mobile Com
munications）などの無線技術を実装し得る。ＯＦＤＭＡシステムは、ウルトラモバイル
ブロードバンド（ＵＭＢ）、発展型ＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲＡ：Evolved UTRA）、ＩＥＥＥ
８０２．１１（Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標））、ＩＥＥＥ８０２．１６（ＷｉＭＡＸ（登録商
標））、ＩＥＥＥ８０２．２０、Ｆｌａｓｈ－ＯＦＤＭなどの無線技術を実装し得る。Ｕ
ＴＲＡおよびＥ－ＵＴＲＡは、ユニバーサルモバイルテレコミュニケーションシステム（
ＵＭＴＳ：Universal Mobile Telecommunication System）の一部である。ＬＴＥおよび
ＬＴＥアドバンスト（ＬＴＥ－Ａ）は、Ｅ－ＵＴＲＡを使用するＵＭＴＳの新しいリリー
スである。ＵＴＲＡ、Ｅ－ＵＴＲＡ、ＵＭＴＳ、ＬＴＥ、ＬＴＥ－Ａ、およびＧＳＭは、
「第３世代パートナーシッププロジェクト」（３ＧＰＰ）と称する団体からの文書に記載
されている。ＣＤＭＡ２０００およびＵＭＢは、「第３世代パートナーシッププロジェク
ト２」（３ＧＰＰ２：3rd Generation Partnership Project 2）と称する団体からの文書
に記載されている。本明細書で説明する技法は、上記のシステムおよび無線技術、ならび
に他のシステムおよび無線技術のために使用され得る。ただし、以下の説明では、例とし
てＬＴＥシステムについて説明し、以下の説明の大部分においてＬＴＥ用語が使用される
が、本技法はＬＴＥ適用例以外に適用可能である。
【００２８】
　[0044]　したがって、以下の説明は、例を与えるものであり、特許請求の範囲に記載さ
れた範囲、適用可能性、または構成を限定するものではない。本開示の趣旨および範囲か
ら逸脱することなく、説明される要素の機能および構成において変更が行われ得る。様々
な実施形態は、適宜に様々なプロシージャまたは構成要素を省略、置換、または追加し得
る。たとえば、説明する方法は、説明する順序とは異なる順序で実行され得、様々なステ
ップが追加、省略、または組み合わせられ得る。また、いくつかの実施形態に関して説明
する特徴は、他の実施形態において組み合わせられ得る。
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【００２９】
　[0045]　最初に図１を参照すると、図は、ワイヤレス通信システムまたはネットワーク
１００の一例を示している。システム１００は、基地局（またはセル）１０５と、通信デ
バイス１１５と、コアネットワーク１３０とを含む。基地局１０５は、様々な実施形態で
はコアネットワーク１３０または基地局１０５の一部であり得る、基地局コントローラ（
図示せず）の制御下で通信デバイス１１５と通信し得る。基地局１０５は、バックホール
リンク（backhaul link）１３２を介してコアネットワーク１３０を用いて制御情報およ
び／またはユーザデータを通信し得る。実施形態では、基地局１０５は、ワイヤードまた
はワイヤレス通信リンクであり得るバックホールリンク１３４を介して互いと直接または
間接的に通信し得る。システム１００は、複数のキャリア（異なる周波数の波形信号）上
での動作をサポートし得る。マルチキャリア送信機は、複数のキャリア上で同時に被変調
信号を送信することができる。たとえば、各通信リンク１２５は、上記で説明した様々な
無線技術に従って変調されたマルチキャリア信号であり得る。各被変調信号は、異なるキ
ャリア上で送られ得、制御情報（たとえば、基準信号、制御チャネルなど）、オーバーヘ
ッド情報、データなどを搬送し得る。
【００３０】
　[0046]　基地局１０５は、１つまたは複数の基地局アンテナを介してデバイス１１５と
ワイヤレス通信し得る。基地局１０５サイトの各々は、それぞれの地理的エリア１１０に
通信カバレージを与え得る。いくつかの実施形態では、基地局１０５は、基地トランシー
バ局、無線基地局、アクセスポイント、無線トランシーバ、基本サービスセット（ＢＳＳ
）、拡張サービスセット（ＥＳＳ）、ノードＢ、ｅノードＢ（ｅＮＢ）、ホームノードＢ
、ホームｅノードＢ、または何らかの他の好適な用語で呼ばれることがある。基地局のた
めのカバレージエリア（coverage area）１１０は、カバレージエリアの一部分のみを構
成するセクタ（図示せず）に分割され得る。システム１００は、異なるタイプの基地局１
０５（たとえば、マクロ基地局、マイクロ基地局、および／またはピコ基地局）を含み得
る。異なる技術のための重複するカバレージエリアがあり得る。
【００３１】
　[0047]　いくつかの実施形態では、システム１００は、１つまたは複数のアンライセン
ススペクトル動作モードまたは展開シナリオをサポートするＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワ
ークである。他の実施形態では、システム１００は、アンライセンススペクトルと、アン
ライセンススペクトルを用いるＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａとは異なるアクセス技術とを使用して
、またはライセンススペクトルと、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａとは異なるアクセス技術とを使用
して、ワイヤレス通信をサポートし得る。発展型ノードＢ（ｅＮＢ：evolved Node B）お
よびユーザ機器（ＵＥ：user equipment）という用語は、概して、それぞれ基地局１０５
およびデバイス１１５を表すために使用され得る。システム１００は、異なるタイプのｅ
ＮＢが様々な地理的領域にカバレージを与える、アンライセンススペクトルを用いるまた
は用いない異種（Heterogeneous）ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワークであり得る。たとえ
ば、各ｅＮＢ１０５は、通信カバレージをマクロセル、ピコセル、フェムトセル、および
／または他のタイプのセルに与え得る。ピコセル、フェムトセル、および／または他のタ
イプのセルなどのスモールセルは低電力ノード（low power node）またはＬＰＮを含み得
る。マクロセルは、概して、比較的大きい地理的エリア（たとえば、半径数キロメートル
）をカバーし、サービスに加入しているＵＥによるネットワークプロバイダとの無制限ア
クセスを可能にし得る。ピコセルは、概して、比較的小さい地理的エリアをカバーするこ
とになり、サービスに加入しているＵＥによるネットワークプロバイダとの無制限アクセ
スを可能にし得る。また、フェムトセルは、概して、比較的小さい地理的エリア（たとえ
ば、自宅）をカバーすることになり、無制限アクセスに加えて、フェムトセルとの関連を
有するＵＥ（たとえば、限定加入者グループ（ＣＳＧ：closed subscriber group）中の
ＵＥ、自宅内のユーザのためのＵＥなど）による限定アクセスをも可能にし得る。マクロ
セルのためのｅＮＢはマクロｅＮＢと呼ばれることがある。ピコセルのためのｅＮＢはピ
コｅＮＢと呼ばれることがある。また、フェムトセルのためのｅＮＢはフェムトｅＮＢま
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たはホームｅＮＢと呼ばれることがある。ｅＮＢは、１つまたは複数の（たとえば、２つ
、３つ、４つなどの）セルをサポートし得る。
【００３２】
　[0048]　コアネットワーク１３０は、バックホール１３２（たとえば、Ｓ１など）を介
してｅＮＢ１０５と通信し得る。ｅＮＢ１０５はまた、たとえば、バックホールリンク１
３４（たとえば、Ｘ２など）を介しておよび／またはバックホールリンク１３２を介して
（たとえば、コアネットワーク１３０を通して）直接または間接的に、互いと通信し得る
。システム１００は、同期動作または非同期動作（synchronous or asynchronous operat
ion）をサポートし得る。同期動作の場合、ｅＮＢは同様のフレームタイミング（frame t
iming）および／またはゲーティングタイミング（gating timing）を有し得、異なるｅＮ
Ｂからの送信は近似的に時間的に整合され得る。非同期動作の場合、ｅＮＢは異なるフレ
ームタイミングおよび／またはゲーティングタイミングを有し得、異なるｅＮＢからの送
信は時間的に整合されないことがある。本明細書で説明する技法は、同期動作または非同
期動作のいずれかのために使用され得る。
【００３３】
　[0049]　ＵＥ１１５はシステム１００全体にわたって分散され、各ＵＥは固定または移
動であり得る。ＵＥ１１５は、当業者によって、移動局、加入者局、モバイルユニット、
加入者ユニット、ワイヤレスユニット、リモートユニット、モバイルデバイス、ワイヤレ
スデバイス、ワイヤレス通信デバイス、リモートデバイス、モバイル加入者局、アクセス
端末、モバイル端末、ワイヤレス端末、リモート端末、ハンドセット、ユーザエージェン
ト、モバイルクライアント、クライアント、または何らかの他の好適な用語で呼ばれるこ
ともある。ＵＥ１１５は、セルラーフォン、携帯情報端末（ＰＤＡ）、ワイヤレスモデム
、ワイヤレス通信デバイス、ハンドヘルドデバイス、タブレットコンピュータ、ラップト
ップコンピュータ、コードレスフォン、ワイヤレスローカルループ（ＷＬＬ）局などであ
り得る。ＵＥは、マクロｅＮＢ、ピコｅＮＢ、フェムトｅＮＢ、リレーなどと通信するこ
とが可能であり得る。
【００３４】
　[0050]　システム１００中に示されている通信リンク１２５は、モバイルデバイス１１
５から基地局１０５へのアップリンク（ＵＬ）送信、および／または基地局１０５からモ
バイルデバイス１１５へのダウンリンク（ＤＬ）送信を含み得る。ダウンリンク送信は順
方向リンク送信と呼ばれることもあり、アップリンク送信は逆方向リンク送信と呼ばれる
こともある。ダウンリンク送信は、ライセンススペクトル（たとえば、ＬＴＥ）、アンラ
イセンススペクトル（たとえば、アンライセンススペクトルを用いるＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ
）、またはその両方（アンライセンススペクトルを用いる／用いないＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ
）を使用して行われ得る。同様に、アップリンク送信は、ライセンススペクトル（たとえ
ば、ＬＴＥ）、アンライセンススペクトル（たとえば、アンライセンススペクトルを用い
るＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ）、またはその両方（アンライセンススペクトルを用いる／用いな
いＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ）を使用して行われ得る。
【００３５】
　[0051]　システム１００のいくつかの実施形態では、ライセンススペクトル中のＬＴＥ
ダウンリンク容量がアンライセンススペクトルにオフロードされ得る補足ダウンリンク（
ＳＤＬ）モードと、ＬＴＥダウンリンク容量とＬＴＥアップリンク容量の両方がライセン
ススペクトルからアンライセンススペクトルにオフロードされ得るキャリアアグリゲーシ
ョンモードと、基地局（たとえば、ｅＮＢ）とＵＥとの間のＬＴＥダウンリンクおよびア
ップリンク通信がアンライセンススペクトル中で行われ得るスタンドアロンモードとを含
む、アンライセンススペクトルを用いるＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａのための様々な展開シナリオ
がサポートされ得る。基地局１０５ならびにＵＥ１１５は、これらまたは同様の動作モー
ドのうちの１つまたは複数をサポートし得る。アンライセンススペクトル中のＬＴＥダウ
ンリンク送信のために通信リンク１２５中でＯＦＤＭＡ通信信号が使用され得、アンライ
センススペクトル中のＬＴＥアップリンク送信のために通信リンク１２５中でＳＣ－ＦＤ



(11) JP 6599369 B2 2019.10.30

10

20

30

40

50

ＭＡ通信信号が使用され得る。システム１００などのシステムにおける、アンライセンス
スペクトル展開シナリオまたは動作モードを用いるＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａの実装形態に関す
るさらなる詳細、ならびにアンライセンススペクトルを用いるＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａの動作
に関係する他の特徴および機能を、図２Ａ～図１１Ｂを参照しながら以下で与える。
【００３６】
　[0052]　次に図２Ａを参照すると、図２００は、アンライセンススペクトルを用いるＬ
ＴＥ／ＬＴＥ－ＡをサポートするＬＴＥネットワークのための補足ダウンリンクモードお
よびキャリアアグリゲーションモードの例を示している。図２００は図１のシステム１０
０の部分の一例であり得る。その上、基地局１０５－ａは図１の基地局１０５の例であり
得、ＵＥ１１５－ａは図１のＵＥ１１５の例であり得る。
【００３７】
　[0053]　図２００における補足ダウンリンクモードの例では、基地局１０５－ａは、ダ
ウンリンク２０５を使用してＵＥ１１５－ａにＯＦＤＭＡ通信信号を送信し得る。ダウン
リンク２０５はアンライセンススペクトル中の周波数Ｆ１に関連付けられる。基地局１０
５－ａは、双方向リンク２１０を使用して同じＵＥ１１５－ａにＯＦＤＭＡ通信信号を送
信し得、双方向リンク２１０を使用してそのＵＥ１１５－ａからＳＣ－ＦＤＭＡ通信信号
を受信し得る。双方向リンク２１０はライセンススペクトル中の周波数Ｆ４に関連付けら
れる。アンライセンススペクトル中のダウンリンク２０５およびライセンススペクトル中
の双方向リンク２１０は、コンカレントに動作し得る。ダウンリンク２０５は基地局１０
５－ａにダウンリンク容量オフロードを与え得る。いくつかの実施形態では、ダウンリン
ク２０５は、（たとえば、１つのＵＥにアドレス指定される）ユニキャストサービスサー
ビスのために、または（たとえば、いくつかのＵＥにアドレス指定される）マルチキャス
トサービスのために使用され得る。このシナリオは、ライセンススペクトルを使用し、ト
ラフィックおよび／またはシグナリング輻輳の一部を軽減する必要がある、任意のサービ
スプロバイダ（たとえば、旧来のモバイルネットワーク事業者またはＭＮＯ）に関して発
生し得る。
【００３８】
　[0054]　図２００中のキャリアアグリゲーションモードの一例では、基地局１０５－ａ
は、双方向リンク２１５を使用してＵＥ１１５－ａにＯＦＤＭＡ通信信号を送信し得、双
方向リンク２１５を使用して同じＵＥ１１５－ａからＳＣ－ＦＤＭＡ通信信号を受信し得
る。双方向リンク２１５はアンライセンススペクトル中の周波数Ｆ１に関連付けられる。
基地局１０５－ａはまた、双方向リンク２２０を使用して同じＵＥ１１５－ａにＯＦＤＭ
Ａ通信信号を送信し得、双方向リンク２２０を使用して同じＵＥ１１５－ａからＳＣ－Ｆ
ＤＭＡ通信信号を受信し得る。双方向リンク２２０はライセンススペクトル中の周波数Ｆ
２に関連付けられる。双方向リンク２１５は基地局１０５－ａにダウンリンクおよびアッ
プリンク容量オフロードを与え得る。上記で説明した補足ダウンリンクのように、このシ
ナリオは、ライセンススペクトルを使用し、トラフィックおよび／またはシグナリング輻
輳の一部を軽減する必要がある、任意のサービスプロバイダ（たとえば、ＭＮＯ）に関し
て発生し得る。
【００３９】
　[0055]　図２００中のキャリアアグリゲーションモードの別の例では、基地局１０５－
ａは、双方向リンク２２５を使用してＵＥ１１５－ａにＯＦＤＭＡ通信信号を送信し得、
双方向リンク２２５を使用して同じＵＥ１１５－ａからＳＣ－ＦＤＭＡ通信信号を受信し
得る。双方向リンク２２５はアンライセンススペクトル中の周波数Ｆ３に関連付けられる
。基地局１０５－ａはまた、双方向リンク２３０を使用して同じＵＥ１１５－ａにＯＦＤ
ＭＡ通信信号を送信し得、双方向リンク２３０を使用して同じＵＥ１１５－ａからＳＣ－
ＦＤＭＡ通信信号を受信し得る。双方向リンク２３０はライセンススペクトル中の周波数
Ｆ２に関連付けられる。双方向リンク２２５は基地局１０５－ａにダウンリンクおよびア
ップリンク容量オフロードを与え得る。この例および上記で与えた例は説明の目的で提示
され、容量オフロードのために、アンライセンススペクトルを用いるまたは用いないＬＴ
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Ｅ／ＬＴＥ－Ａを組み合わせる他の同様の動作モードまたは展開シナリオがあり得る。
【００４０】
　[0056]　上記で説明したように、アンライセンススペクトルを用いるＬＴＥ／ＬＴＥ－
Ａを使用することによって提供される容量オフロードから恩恵を受け得る一般的なサービ
スプロバイダは、ＬＴＥスペクトルを用いる旧来のＭＮＯである。これらのサービスプロ
バイダの場合、動作構成は、ライセンススペクトル上のＬＴＥ１次コンポーネントキャリ
ア（ＰＣＣ：primary component carrier）とアンライセンススペクトル上のＬＴＥ２次
コンポーネントキャリア（ＳＣＣ：secondary component carrier）とを使用するブート
ストラップモード（たとえば、補足ダウンリンク、キャリアアグリゲーション）を含み得
る。
【００４１】
　[0057]　補足ダウンリンクモードでは、アンライセンススペクトルを用いるＬＴＥ／Ｌ
ＴＥ－Ａのための制御はＬＴＥアップリンク（たとえば、双方向リンク２１０のアップリ
ンク部分）上でトランスポートされ得る。ダウンリンク容量オフロードを与える理由の１
つは、データ需要が大部分はダウンリンク消費によって引き起こされるからである。その
上、このモードでは、ＵＥがアンライセンススペクトル中で送信していないので、規制上
の影響がないことがある。ＵＥ上でリッスンビフォアトーク（ＬＢＴ：listen-before-ta
lk）またはキャリア検知多重アクセス（ＣＳＭＡ：carrier sense multiple access）要
件を実装する必要はない。しかしながら、ＬＢＴは、たとえば、周期（たとえば、１０ミ
リ秒ごとの）クリアチャネルアセスメント（ＣＣＡ：clear channel assessment）および
／または無線フレーム境界に整合された把持および放棄（grab-and-relinquish）機構を
使用することによって、基地局（たとえば、ｅＮＢ）上で実装され得る。
【００４２】
　[0058]　キャリアアグリゲーションモードでは、ＬＴＥ（たとえば、双方向リンク２１
０、２２０、および２３０）においてデータおよび制御が通信され得、アンライセンスス
ペクトルを用いるＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ（たとえば、双方向リンク２１５および２２５）に
おいてデータが通信され得る。アンライセンススペクトルを用いるＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａを
使用するときにサポートされるキャリアアグリゲーション機構は、ハイブリッド周波数分
割複信－時分割複信（ＦＤＤ－ＴＤＤ）キャリアアグリゲーション、またはコンポーネン
トキャリアにわたる異なる対称性を伴うＴＤＤ－ＴＤＤキャリアアグリゲーションの範疇
に入り得る。
【００４３】
　[0059]　図２Ｂに、アンライセンススペクトルを用いるＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａのためのス
タンドアロンモードの一例を示す図２００－ａを示す。図２００－ａは図１のシステム１
００の部分の一例であり得る。その上、基地局１０５－ｂは、図１の基地局１０５および
図２Ａの基地局１０５－ａの一例であり得、ＵＥ１１５－ｂは、図１のＵＥ１１５および
図２ＡのＵＥ１１５－ａの一例であり得る。
【００４４】
　[0060]　図２００－ａ中のスタンドアロンモードの例では、基地局１０５－ｂは、双方
向リンク２４０を使用してＵＥ１１５－ｂにＯＦＤＭＡ通信信号を送信し得、双方向リン
ク２４０を使用してＵＥ１１５－ｂからＳＣ－ＦＤＭＡ通信信号を受信し得る。双方向リ
ンク２４０は、図２Ａに関して上記で説明したアンライセンススペクトル中の周波数Ｆ３
に関連付けられる。スタンドアロンモードは、スタジアム内アクセス（たとえば、ユニキ
ャスト、マルチキャスト）など、非旧来型ワイヤレスアクセスシナリオにおいて使用され
得る。この動作モードのための一般的なサービスプロバイダは、スタジアム所有者、ケー
ブル会社、イベント主催者、ホテル、企業、およびライセンススペクトルを有しない大企
業であり得る。これらのサービスプロバイダの場合、スタンドアロンモードのための動作
構成はアンライセンススペクトル上のＰＣＣを使用し得る。その上、ＬＢＴが基地局とＵ
Ｅの両方上で実装され得る。
【００４５】
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　[0061]　次に図３を参照すると、図３００は、様々な実施形態による、ライセンススペ
クトルおよびアンライセンススペクトル中でＬＴＥをコンカレントに使用するときのキャ
リアアグリゲーションの一例を示す。図３００中のキャリアアグリゲーション方式は、図
２Ａに関して上記で説明したハイブリッドＦＤＤ－ＴＤＤキャリアアグリゲーションに対
応し得る。このタイプのキャリアアグリゲーションは、図１のシステム１００の少なくと
も一部において使用され得る。その上、このタイプのキャリアアグリゲーションは、それ
ぞれ、図１および図２Ａの基地局１０５および１０５－ａにおいて、および／またはそれ
ぞれ、図１および図２ＡのＵＥ１１５および１１５－ａにおいて使用され得る。
【００４６】
　[0062]　この例では、ＦＤＤ（ＦＤＤ－ＬＴＥ）がダウンリンク中でＬＴＥに関して実
行され得、第１のＴＤＤ（ＴＤＤ１）が、アンライセンススペクトルを用いるＬＴＥ／Ｌ
ＴＥ－Ａに関して実行され得、第２のＴＤＤ（ＴＤＤ２）がライセンススペクトルを用い
るＬＴＥに関して実行され得、別のＦＤＤ（ＦＤＤ－ＬＴＥ）がライセンススペクトルを
用いるアップリンク中でＬＴＥに関して実行され得る。ＴＤＤ１は６：４のＤＬ：ＵＬ比
を生じ、ＴＤＤ２についての比は７：３である。時間スケール上で、異なる有効（effect
ive）ＤＬ：ＵＬ比は、３：１、１：３、２：２、３：１、２：２、および３：１である
。この例は説明の目的で提示され、アンライセンススペクトルを用いるまたは用いないＬ
ＴＥ／ＬＴＥ－Ａの動作を組み合わせる他のキャリアアグリゲーション方式があり得る。
【００４７】
　[0063]　図４に、図１中の基地局／ｅＮＢのうちの１つであり得る基地局／ｅＮＢ１０
５および図１中のＵＥのうちの１つであり得るＵＥ１１５の設計のブロック図を示す。ｅ
ＮＢ１０５はアンテナ４３４ａ～４３４ｔを装備し得、ＵＥ１１５はアンテナ４５２ａ～
４５２ｒを装備し得る。ｅＮＢ１０５において、送信プロセッサ４２０が、データソース
４１２からデータを受信し、コントローラ／プロセッサ４４０から制御情報を受信し得る
。制御情報は、物理ブロードキャストチャネル（ＰＢＣＨ：physical broadcast channel
）、物理制御フォーマットインジケータチャネル（ＰＣＦＩＣＨ：physical control for
mat indicator channel）、物理ハイブリッド自動再送要求インジケータチャネル（ＰＨ
ＩＣＨ：physical hybrid automatic repeat request indicator channel）、物理ダウン
リンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ：physical downlink control channel）などのための
ものであり得る。データは物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ：physical downl
ink shared channel）などのためのものであり得る。送信プロセッサ４２０は、データシ
ンボルおよび制御シンボルを取得するために、それぞれデータおよび制御情報を処理（た
とえば、符号化およびシンボルマッピング）し得る。送信プロセッサ４２０はまた、たと
えば、１次同期信号（ＰＳＳ：primary synchronization signal）、２次同期信号（ＳＳ
Ｓ：secondary synchronization signal）、およびセル固有基準信号（cell-specific re
ference signal）のための基準シンボルを生成し得る。送信（ＴＸ）多入力多出力（ＭＩ
ＭＯ）プロセッサ４３０が、適用可能な場合、データシンボル、制御シンボル、および／
または基準シンボルに対して空間処理（たとえば、プリコーディング）を実行し得、出力
シンボルストリームを変調器（ＭＯＤ）４３２ａ～４３２ｔに与え得る。各変調器４３２
は、出力サンプルストリームを取得するために、（たとえば、ＯＦＤＭなどのために）そ
れぞれの出力シンボルストリームを処理し得る。各変調器４３２はさらに、ダウンリンク
信号を取得するために、出力サンプルストリームを処理（たとえば、アナログへの変換、
増幅、フィルタ処理、およびアップコンバート）し得る。変調器４３２ａ～４３２ｔから
のダウンリンク信号は、それぞれアンテナ４３４ａ～４３４ｔを介して送信され得る。
【００４８】
　[0064]　ＵＥ１１５において、アンテナ４５２ａ～４５２ｒが、ｅＮＢ１０５からダウ
ンリンク信号を受信し得、それぞれ復調器（ＤＥＭＯＤ）４５４ａ～４５４ｒに受信信号
を与え得る。各復調器４５４は、入力サンプルを取得するために、それぞれの受信信号を
調整（たとえば、フィルタ処理、増幅、ダウンコンバート、およびデジタル化）し得る。
各復調器４５４は、さらに、受信シンボルを取得するために、（たとえば、ＯＦＤＭなど
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のために）入力サンプルを処理し得る。ＭＩＭＯ検出器４５６が、すべての復調器４５４
ａ～４５４ｒから受信シンボルを取得し、適用可能な場合は受信シンボルに対してＭＩＭ
Ｏ検出を実行し、検出されたシンボルを与え得る。受信プロセッサ４５８は、検出された
シンボルを処理（たとえば、復調、デインターリーブ、および復号）し、ＵＥ１１５の復
号されたデータをデータシンク４６０に与え、復号された制御情報をコントローラ／プロ
セッサ４８０に与え得る。
【００４９】
　[0065]　アップリンク上では、ＵＥ１１５において、送信プロセッサ４６４が、データ
ソース４６２から（たとえば、物理アップリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ：physical u
plink shared channel）のための）データを受信し、処理し得、コントローラ／プロセッ
サ４８０から（たとえば、物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ：physical uplin
k control channel）のための）制御情報を受信し、処理し得る。送信プロセッサ４６４
はまた、基準信号のための基準シンボルを生成し得る。送信プロセッサ４６４からのシン
ボルは、適用可能な場合はＴＸ　ＭＩＭＯプロセッサ４６６によってプリコーディングさ
れ、さらに（たとえば、ＳＣ－ＦＤＭなどのために）変調器４５４ａ～４５４ｒによって
処理され、ｅＮＢ１０５に送信され得る。ｅＮＢ１０５において、ＵＥ１１５からのアッ
プリンク信号は、アンテナ４３４によって受信され、復調器４３２によって処理され、適
用可能な場合はＭＩＭＯ検出器４３６によって検出され、ＵＥ１１５によって送られた復
号されたデータと制御情報とを取得するために、受信プロセッサ４３８によってさらに処
理され得る。プロセッサ４３８は、復号されたデータをデータシンク４３９に与え、復号
された制御情報をコントローラ／プロセッサ４４０に与え得る。
【００５０】
　[0066]　コントローラ／プロセッサ４４０および４８０は、それぞれ、ｅＮＢ１０５お
よびＵＥ１１５における動作を指示し得る。ｅＮＢ１０５におけるコントローラ／プロセ
ッサ４４０ならびに／あるいは他のプロセッサおよびモジュールは、本明細書で説明する
技法のための様々なプロセスを実行するか、またはその実行を指示し得る。ＵＥ１１５に
おけるコントローラ／プロセッサ４８０ならびに／あるいは他のプロセッサおよびモジュ
ールはまた、図７、図８Ａ、図９Ｂ、および図１１Ｂに示されている機能ブロック、およ
び／または本明細書で説明する技法のための他のプロセスを実行するか、またはその実行
を指示し得る。メモリ４４２および４８２は、それぞれ、ｅＮＢ１０５およびＵＥ１１５
のためのデータおよびプログラムコードを記憶し得る。スケジューラ４４４は、ダウンリ
ンク上および／またはアップリンク上でのデータ送信のためにＵＥをスケジューリングし
得る。
【００５１】
　[0067]　アンライセンススペクトルを用いるＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワークにおける
アンライセンスキャリア上へのたいていの送信は、最初にＬＢＴプロトコルに準拠した後
、送信機によって行われる。しかしながら、いくつかの送信は、最初にクリアチャネル（
clear channel）について検査することなしに行われる。ＣＣＡ免除送信（ＣＥＴ：CCA e
xempt transmission）は、ダウンリンク通信とアップリンク通信の両方において行われる
。
【００５２】
　[0068]　図５は、アンライセンスキャリア上でのダウンリンク送信ストリーム５０を示
すブロック図である。ダウンリンク送信ストリーム５０は、ｅＮＢ１０５からのダウンリ
ンクＣＥＴ（Ｄ－ＣＥＴ）５００の周期送信を示す。Ｄ－ＣＥＴ５００などのＤ－ＣＥＴ
は、概して、ＰＳＳ、ＳＳＳ、拡張共通基準信号（ｅＣＲＳ：enhanced common referenc
e signal）、拡張物理ブロードキャストチャネル（ｅＰＢＣＨ）などを含む。Ｄ－ＣＥＴ
はまた、時間／周波数情報（time/frequency information）、セル識別子（cell identif
ier）（ＩＤ）、測定値、ネットワークパラメータ（network parameter）などを含み得、
パブリックランドモバイル番号（ＰＬＭＮ：public land mobile number）ごとに４つの
ＯＦＤＭシンボルに及ぶ。したがって、Ｄ－ＣＥＴは、周期的に送信される様々な制御シ



(15) JP 6599369 B2 2019.10.30

10

20

30

40

50

ンボルおよび／または基準シンボル（制御基準送信）を含み得る。Ｄ－ＣＥＴはある時間
期間Ｐにおいて周期的に送信され得る。たとえば、現在のシステム設計では、Ｄ－ＣＥＴ
は、８０ｍｓの周期性を用いて送信される。
【００５３】
　[0069]　スタンドアロン（ＳＡ：standalone）モードのために構成されたアンライセン
ススペクトルを用いるＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワークでは、ＵＥは、ネットワークにア
クセスするために使用される情報を取得するために、最初にＤ－ＣＥＴを復号することに
なる。したがって、ＳＡモードネットワークの場合、Ｄ－ＣＥＴは、ＵＥのためのタイム
クリティカルな情報（time-critical information）を含む。対照的に、補足ダウンリン
ク（ＳＤＬ：supplemental downlink）モードまたはキャリアアグリゲーション（ＣＡ：c
arrier aggregation）モードのいずれかのために構成されたアンライセンススペクトルを
用いるＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワークの場合、ネットワークアクセス情報は、１次コン
ポーネントキャリア（ＰＣＣ）を通して接続モードにあるＵＥに与えられ得る。そのよう
なネットワークでは、Ｄ－ＣＥＴ情報は、ＵＥにとってタイムクリティカルでない。
【００５４】
　[0070]　上述のように、ＣＥＴの一部であり得るタイムクリティカルな情報に加えて、
ページング情報（paging information）もＣＥＴに含まれ得る。ＳＡモードで動作すると
き、追加のページングチャネルは使用されないことになる。ＣＥＴはまた、ＵＥのための
今度のトラフィックの情報（upcoming traffic information）を含み得る。たとえば、Ｉ
ＥＥＥ８０２．１１に基づくワイヤレス技術は、ＵＥのための今度のトラフィックを示す
ために、トラフィック指示マップ（ＴＩＭ：traffic indication map）を使用し得る。そ
のようなＴＩＭ情報は、ワイヤレスアクセスポイントからのビーコン信号（beacon signa
l）中で搬送され得る。
【００５５】
　[0071]　ＣＥＴがタイムクリティカルな情報を搬送するとき、特に、ＵＥがＳＡモード
で動作しているとき、それらのＵＥにおけるＣＥＴ受信のために保護が与えられるべきで
あるかどうかに関する疑問が起こり得る。ＣＣＡはＣＥＴ送信中にｅＮＢにおいて実行さ
れないので、ＣＥＴが送信されるとき、ＷｉＦｉ干渉が存在することがある。図６は、通
信のために少なくともアンライセンスキャリアを使用するように構成されたワイヤレスネ
ットワーク６０を示すブロック図である。ｅＮＢ６００は、ＵＥ６０１に通信ネットワー
クアクセスを与える。ｅＮＢ６００がＣＥＴを送信するとき、それは最初にＣＣＡ検査（
CCA check）を実行しない。したがって、近隣のアンライセンスアクセスポイント（たと
えば、ＷｉＦｉ　ＡＰ、アンライセンススペクトル基地局を用いるＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａな
ど）は、ＣＥＴ送信と同時に送信していることがある。たとえば、アクセスポイント、Ａ
Ｔ／ＡＰ１、ＡＴ２／ＡＰ２、およびＡＴ３／ＡＰ３のうちのいずれか１つまたは複数が
、何らかの周期性を用いてそれらのビーコン信号を送信し、ＣＣＡ検出（CCA detection
）を受け得る。しかしながら、ｅＮＢ６００は、ＣＥＴを送信するとき、ＣＣＡを実行し
ないので、ＣＥＴは、隣接するアクセスポイント（adjacent access point）とから常に
干渉され得る。
【００５６】
　[0072]　アクセスポイント、ＡＴ／ＡＰ１、ＡＴ２／ＡＰ２、およびＡＴ３／ＡＰ３は
また、ｅＮＢ６００のＣＥＴを検出し、したがって、それらのＣＣＡ検査がクリア（clea
r）として検出されないとき、送信のバックオフ（backoff）を行い得る。しかしながら、
ＵＥ６０１が、ＣＥＴを受信するときに干渉を経験するであろうオケージョン（occasion
）が依然としてあり得る。たとえば、ＡＴ／ＡＰ１は、ｅＮＢ６００からのエネルギー検
出範囲（energy detection range）６０２とともに位置する。この範囲内で、ＡＴ／ＡＰ
１が、ある電力レベル（たとえば、８２ｄＢｍ、６８ｄＢｍなど）を上回る送信信号を検
出したとき、ＡＴ／ＡＰ１は、送信上でバックオフし得る。同様に、ＡＴ３／ＡＰ３は、
プリアンブル範囲（preamble range）６０３内に位置する。プリアンブル範囲６０３内で
、アンライセンスバンド（unlicensed band）適合送信機は、それらが、送信要求（ＲＴ
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Ｓ：request to send）、送信クリア（ＣＴＳ：clear to send）、または他の送信信号へ
のプリアンブルなど、近隣の基地局の様々な信号を受信および復号することが可能である
とき、送信のバックオフを行うことになる。したがって、ＡＴ３／ＡＰ３は、ｅＮＢ６０
０によって送信された信号からプリアンブルを復号し、アンライセンスバンド上の送信を
バックオフし得る。ＡＴ２／ＡＰ２は、ｅＮＢ６００からのＣＥＴ範囲６０４内に位置す
る。ＣＥＴ範囲６０４は、ＵＥがｅＮＢ６００からＣＥＴを正確に受信し得る範囲である
。しかしながら、この範囲において、ＡＴ２／ＡＰ２は、エネルギー検出範囲を上回る信
号を検出すること、またはｅＮＢ６００からのＣＥＴのプリアンブルを復号することのい
ずれも可能でないことがある。したがって、ＡＴ２／ＡＰ２は送信を続け得る。したがっ
て、ＵＥ６０１は、ｅＮＢ６００からＣＥＴを受信するとき、ＡＴ２／ＡＰ２のアンライ
センスバンド送信からの干渉を経験することになる。
【００５７】
　[0073]　図６に示されている範囲は、様々な送信のための可能な範囲の一例であること
に留意されたい。したがって、図６は、ＥＤ／プリアンブル検出範囲と比較してＣＥＴの
ためのより大きい範囲を示すが、ＣＥＴ範囲はまた、送信機の展開構成、距離、および電
力に応じて、プリアンブル範囲またはＥＤ範囲のいずれかあるいはその両方よりも短いこ
とがある。
【００５８】
　[0074]　本開示の様々な態様は、ＣＥＴ送信／受信エンティティにおけるＣＥＴの送信
または受信を保護するために実装され得るプロシージャおよび構成を与える。たとえば、
いくつかの態様はＤ－ＣＥＴ送信のための保護を基地局に与え、他の態様はＤ－ＣＥＴ受
信のための保護をＵＥに与える。同様に、本開示の追加の態様はＵ－ＣＥＴ送信のための
保護をＵＥに与え、他の態様はＵ－ＣＥＴ受信のための保護を基地局に与える。
【００５９】
　[0075]　図７は、本開示の一態様を実装するために実行される例示的なブロックを示す
機能ブロック図である。ブロック７００において、基地局または送信機は、ネットワーク
情報を使用してＣＥＴを生成する。たとえば、基地局または送信機は、ＣＥＴを生成する
ために、ＰＳＳ、ＳＳＳ、ｅＣＲＳ、ｅＰＢＣＨなどを使用することになる。基地局また
は送信機はまた、時間／周波数情報、セルＩＤ、測定値、ネットワークパラメータなどを
含み得る。
【００６０】
　[0076]　ブロック７０１において、基地局または送信機は、ＣＥＴのスケジュールされ
た送信時間より前にアンライセンスキャリア上でチャネル予約信号を送信する。チャネル
予約信号は、ＣＥＴ送信の前に送信されることになる、ＣＵＢＳ、ＲＴＳ、ＣＴＳなどの
信号を含み得る。チャネル予約信号送信は、ＣＥＴ送信の直前の信号スケジューリングの
一部であり得る。たとえば、ＣＣＡはＣＥＴ送信の前に実行される。
【００６１】
　[0077]　ブロック７０２において、基地局または送信機は、スケジュールされた送信時
間においてアンライセンスキャリア上でＣＥＴを送信する。チャネル予約信号送信は近隣
のアクセスポイントによって受信および／または復号され得、それによりそのようなアク
セスポイントは干渉送信（interfering transmission）のバックオフを行うことになる。
しかしながら、これは、たとえば、ＡＴ２／ＡＰ２（図６）など、ＵＥに近いが、ＣＥＴ
を送信する基地局からさらに離れているアクセスポイントからの干渉からＵＥを完全に保
護しないことがある。
【００６２】
　[0078]　図８Ａは、本開示の一態様を実装するために実行される例示的なブロックを示
す機能ブロック図である。ブロック８００において、基地局または送信機は、ネットワー
ク情報を使用してＣＥＴを生成する。ブロック８０１において、基地局は、アンライセン
スキャリア上でのＣＥＴの送信のためのスケジュールされたＣＥＴ送信ウィンドウ（sche
duled CET transmission window）内のロケーションを選択する。図８Ｂは、本開示の一



(17) JP 6599369 B2 2019.10.30

10

20

30

40

50

態様に従って構成された通信システムにおける送信ストリーム８０を示すブロック図であ
る。図８Ｂの送信ストリーム８０に関して、ＣＥＴ８０７～８１０など、ＣＥＴは、ｅＮ
Ｂ１０５によって、ＣＥＴ送信ウィンドウ８０３～８０６など、ＣＥＴ送信ウィンドウ中
で送信される。２ｍｓの持続時間を有するものとして示されているＣＥＴ送信ウィンドウ
８０３～８０６は、ＣＥＴを送信するために、基地局に複数の可能なロケーションを与え
る。ＣＥＴは長さが４つのＯＦＤＭシンボルのみであるので、基地局、ｅＮＢ１０５は、
ランダム化パターン（randomized pattern）、あらかじめ定義されたパターン、ホッピン
グパターなど、ＣＥＴ送信ウィンドウ内のＣＥＴロケーションを選択するための様々な手
段を使用し得る。ブロック８０２において、ｅＮＢ１０５など、基地局は、スケジュール
されたＣＥＴ送信ウィンドウ内のロケーションにおいてアンライセンスキャリア上でＣＥ
Ｔを送信する。
【００６３】
　[0079]　図８Ａに示されているブロックの実行中、ｅＮＢは、ＣＥＴ送信ウィンドウ８
０３～８０６の固定ウィンドウ上で変化するロケーションを用いて、ＣＥＴ８０７～８１
０（図８Ｂ）など、ＣＥＴを送信する。基地局、ｅＮＢ１０５は、このウィンドウ内で時
間とともにＣＥＴ配置のロケーションを変更し得る。所与のＰＬＭＮのために、ロケーシ
ョンのそのような変化があらかじめ定義され得る。たとえば、所与のＰＬＭＮのためのラ
ンダム化ホッピングパターン（randomized hopping pattern）が、あらかじめ定義され、
ＰＬＭＮにアクセスするユーザにブロードキャストされ得る。したがって、ｅＮＢ１０５
と通信しているＵＥは、ランダム化ホッピングパターンを知り、ＣＥＴ送信ウィンドウ内
のそれらの明確に選択されたロケーションにおいてＣＥＴ送信の位置を特定することが予
想され得る。他の例では、時間などに基づいて連続的に選択された複数のあらかじめ定義
されたロケーションがブロードキャストされ得る。
【００６４】
　[0080]　基地局によって行われる送信を通してＣＥＴ受信保護（CET reception protec
tion）を与える本開示の様々な態様は、ＵＥにある程度の受信保護を与えることになるが
、これらのオプションは、ＣＥＴを受信するとき、干渉からの完全な保護を与えないこと
がある。本開示の追加の態様は、ＣＥＴのＵＥ自体の受信を保護する際に処置をとるため
のＵＥを与える。
【００６５】
　[0081]　図９Ａは、本開示の一態様に従って構成された通信システムの送信ストリーム
９０を示すブロック図である。よりアクティブにＣＥＴ受信を保護するために、ＵＥ１１
５は、ｅＮＢ１０５からわかるスケジュールされたＣＥＴ送信より前にチャネル予約信号
を送信する。したがって、チャネル予約信号９００および９０３が、ＣＥＴ９０１および
９０４より前にＵＥ１１５によって送信される。チャネル予約信号９００および９０３の
送信は、ＵＥを囲むカバレージエリア中のアンライセンスキャリアを予約するように働く
ことになる。したがって、ＣＥＴ受信に対する干渉を潜在的に生じることがある近隣のア
クセスポイントは、チャネル予約信号９００および９０３を検出し、干渉信号を送信する
ことを控えることになる。ＵＥ１１５は、次いで、よりクリアなＣＥＴ受信期間９０２お
よび９０５を有することになる。
【００６６】
　[0082]　図９Ｂは、本開示の一態様を実装するために実行される例示的なブロックを示
す機能ブロック図である。ブロック９０６において、ＵＥは、アンライセンスキャリア上
での基地局からのダウンリンクＣＥＴのスケジュールを決定する。たとえば、ＵＥは、Ｕ
Ｅがブロードキャストシステム情報を通して基地局のサービスエリアに入るとき、基地局
からのＣＥＴ送信スケジュールを発見し得る。
【００６７】
　[0083]　ブロック９０７において、ＵＥは、次のスケジュールされたＣＥＴより前にア
ンライセンスキャリア上でチャネル予約信号を送信する。少なくとも次の送信フレーム（
ＣＵＢｓ）または時間の定義された長さ（ＲＴＳまたはＣＴＳ）を予約するチャネル予約
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信号は、ＣＵＢｓ、ＲＴＳ、またはＣＴＳであり得る。ＬＢＴプロシージャを実行する近
隣の送信機は、ＣＵＢＳを検出するか、あるいはＲＴＳまたはＣＴＳを復号および読み取
り、ある時間量の間、干渉送信（interfering transmission）を控え得る。
【００６８】
　[0084]　ブロック９０８において、ＵＥは、アンライセンスキャリア上で次のＣＥＴを
受信する。チャネル予約信号の、前の送信があれば、潜在的に干渉する近隣の送信機は送
信を控えることになり、したがって、アンライセンスキャリア上での潜在的干渉はＵＥに
おけるＣＥＴ受信のために低減される。
【００６９】
　[0085]　図９Ｂに関して開示する例示的な態様は、タイミング（timing）が未知である
とき、初期システムアクセスのために適用可能でないことがあることに留意されたい。
【００７０】
　[0086]　図９Ｃは、本開示の一態様に従って構成された通信システムにおける送信スト
リーム９１を示すブロック図である。ＵＥ１１５は、ｅＮＢ１０５からのＣＥＴを復号す
る前に、チャネル予約信号を選択的に送信し得る。その上、チャネル予約信号の送信電力
（transmit power）は、チャネル予約信号のための送信電力が電力節約目的のために最小
限に抑えられるように適応的に変更され得る。たとえば、ｅＮＢ１０５からのＣＥＴ９１
０のスケジュールされた送信の前にチャネル予約信号９０９を送信するＵＥ１１５は、あ
る電力ＴｘＰ１においてチャネル予約信号９０９を送信し得る。受信期間ＵＥＲＸ９１１
において、ＵＥ１１５はＣＥＴ９１０を受信する。ＵＥ１１５がＣＥＴ、ＣＥＴ９１２を
受信することを試みる次のオケージョンにおいて、ＵＥ１１５は、ＣＥＴ９１０の前の成
功した復号のために、ｅＮＢ１０５によるＣＥＴ９１２の送信の前にチャネル予約信号を
送信しないことを選ぶ。しかしながら、受信期間ＵＥＲＸ９１３中に、ＵＥ１０５は、Ｃ
ＥＴ９１２を受信または復号することに失敗する。失敗した復号試みに応答して、ＵＥ１
０５は、より高い送信電力ＴｘＰ２においてチャネル予約信号９１４を送信することを選
択する。より高い送信電力は、干渉送信を与えることがある近隣のアクセスポイントに、
よりクリアに達するのを助け得る。したがって、受信期間ＵＥＲＸ９１６において、ＵＥ
１０５は、近隣のアクセスポイントからのより少ない干渉をもつＣＥＴ９１５を復号する
ことが可能である。
【００７１】
　[0087]　チャネル予約信号をいつ送信すべきかの決定はまた、いくつかの様々なループ
によって、あるいはＣＥＴ復号の、またはＣＥＴ復号におけるチャネル状態（channel co
ndition）の失敗率（failure rate）を監視することによって制御され得る。図９Ｄは、
本開示の一態様を実装するために実行される例示的なブロックを示す機能ブロック図であ
る。ブロック９１７において、ＵＥは、ＵＥロケーションに関連付けられた復号状態（de
coding condition）を監視する。ブロック９１８において、復号状態が十分であるかどう
かの決定が行われる。復号状態が十分である場合、ブロック９１９において、ＵＥは、次
のスケジュールされたＣＥＴより前にチャネル予約信号を送信しないことを決定する。そ
うではなく、復号状態が十分でない場合、ブロック９２０において、ＵＥは、次のスケジ
ュールされたＣＥＴより前にチャネル予約信号を送信することを選ぶ。
【００７２】
　[0088]　たとえば、復号状態は、所与の基地局のための利用可能なページングオケージ
ョン（paging occasion）中に信号品質（signal quality）を監視することによって監視
され得る。基地局は、ページングオケージョンが何回繰り返されるかを識別するページン
グ持続パラメータ（paging persistency parameter）をブロードキャストし得る。ＵＥは
、あらゆるページングオケージョンにおいて復号することを試み、信号対雑音比（ＳＮＲ
：signal-to-noise ratio）、信号対干渉プラス雑音比（ＳＩＮＲ：signal-to-interfere
nce plus noise ratio）など、信号品質の測定値をロギングする。ＵＥは、正確な復号（
accurate decoding）のために信号品質が低すぎる、連続するページングオケージョンは
いくつかをカウントする。カウントがＵＥのためのページング持続パラメータまたは所望
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のページングレイテンシ（paging latency）のいずれかの最小値に接近した場合、ＵＥは
、次のページングオケージョンの前にチャネル予約信号を送信することになる。
【００７３】
　[0089]　別の例示的な復号状態は、単にＣＥＴ復号における成功率（success rate）を
監視することであり得る。ＵＥがＣＥＴを復号することに失敗した場合、それは、復号状
態が不十分であると決定し、次のスケジュールされたＣＥＴより前にチャネル予約信号を
送信することを選び得る。あらゆる成功した復号はＣＵＢＳサイクルをリセットすること
になり、したがって、ＣＵＢＳ送信は周期的である必要はない。
【００７４】
　[0090]　本開示の様々な態様は、スケジュールされたＣＥＴより前にチャネル予約信号
を送信するようにＵＥをトリガする、異なる復号状態またはループを与え得ることに留意
されたい。
【００７５】
　[0091]　ダウンリンクＣＥＴの受信のための保護を与えることに加えて、本開示の様々
な追加の態様は、アップリンクＣＥＴの受信の保護を与える。図１０は、本開示の一態様
に従って構成された通信システムにおける送信ストリーム１０００を示すブロック図であ
る。例示的な態様による通信システムは、ｅＮＢ１０５のダウンリンクＣＥＴ１００１タ
イミングにスレーブされるべきＵＥ１０５からのアップリンクＣＥＴ１００２を与える。
この点について、ダウンリンクＣＥＴ１００１の送信は、近隣の送信からの何らかの干渉
保護（interference protection）を与える。したがって、ダウンリンクＣＥＴ１００１
の直後に、より少ない干渉があり得る。したがって、アップリンクＣＥＴ１００２は、そ
のダウンリンクＣＥＴ１００１タイミングにスレーブされる。アップリンクＣＥＴ１００
２は、一般に５％未満のデューティサイクルをもつ制御フレームおよびアップリンク制御
情報（たとえば、ＳＲＳ／ＰＲＡＣＨ／ＣＳＩ／ＳＲ）の周期送信を含む。
【００７６】
　[0092]　ダウンリンクＣＥＴへのアップリンクＣＥＴのスレーブはまた、ダウンリンク
ＣＥＴが、経時的にランダム化されたホッピング方式を使用してＣＥＴ送信ウィンドウ上
で送信される、本開示の態様で行われ得ることに留意されたい。
【００７７】
　[0093]　図１１Ａは、本開示の一態様に従って構成された通信システムの送信ストリー
ム１１００を示すブロック図である。アップリンクＣＥＴを保護するための別の様式は、
基地局が、ダウンリンクＣＥＴを送信するより前に保護信号を送信することである。保護
信号は、基地局が、近隣の送信機がアンライセンスキャリア上にその間送信すべきでない
時間の特定の長さを指定する、ＣＴＳまたはＲＴＳなど、情報信号であり得る。たとえば
、ｅＮＢ１０５は、ＣＥＴ１１０２の送信の持続時間と、ＵＥからのアップリンクＣＥＴ
１１０３の受信の予想される持続時間の両方を含む保護の持続時間を与える保護信号１１
０１を送信する。保護信号１１０１を受信および復号する各近隣の送信機は、保護信号１
１０１中で識別された全持続時間の間アンライセンスキャリア上に送信することを控える
ことになる。
【００７８】
　[0094]　図１１Ｂは、本開示の一態様を実装するために実行される例示的なブロックを
示す機能ブロック図である。ブロック１１０４において、基地局は、ＵＥからのアップリ
ンクＣＥＴ受信の予想される持続時間を決定する。基地局は、ＵＥから予想されるアップ
リンクＣＥＴの長さを知ることになる。アップリンクＣＥＴを受信するための少なくとも
保護を取得するために、基地局は、最初にこの持続時間を決定する。
【００７９】
　[0095]　ブロック１１０５において、基地局は、アップリンクＣＥＴ受信の予想される
持続時間の少なくとも持続時間の保護持続時間を識別する保護信号を送信する。保護信号
が、予想されるアップリンクＣＥＴ受信だけの保護持続時間を含むとき、基地局は、ダウ
ンリンクＣＥＴを送信した後であるがアップリンクＣＥＴの予想される送信の前に保護信
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号を送信し得る。しかしながら、追加の態様では、保護持続時間は、ダウンリンクＣＥＴ
の持続時間をも含み得る。したがって、基地局は、保護持続時間が、ダウンリンクＣＥＴ
送信から近隣の送信機がアンライセンスキャリア上で送信しないアップリンクＣＥＴ受信
の終了までの時間の量を近隣の送信機に対して識別する、保護をＣＥＴ送信より前に送信
し得る。
【００８０】
　[0096]　ブロック１１０６において、基地局は、次いで、予想されるアップリンクＣＥ
Ｔを監視する。ダウンリンクＣＥＴ送信からアップリンクＣＥＴ受信までの干渉送信から
保護する保護信号があれば、基地局は、潜在的干渉の低減を経験するはずである。
【００８１】
　[0097]　情報および信号は多種多様な技術および技法のいずれかを使用して表され得る
ことを、当業者は理解されよう。たとえば、上記の説明全体にわたって言及され得るデー
タ、命令、コマンド、情報、信号、ビット、シンボル、およびチップは、電圧、電流、電
磁波、磁界または磁性粒子、光場または光学粒子、あるいはそれらの任意の組合せによっ
て表され得る。
【００８２】
　[0098]　図７、図８Ａ、図９Ｂ、および図１１Ｂの機能ブロックおよびモジュールは、
プロセッサ、電子デバイス、ハードウェアデバイス、電子構成要素、論理回路、メモリ、
ソフトウェアコード、ファームウェアコードなど、またはそれらの任意の組合せを備え得
る。
【００８３】
　[0099]　さらに、本明細書の開示に関連して説明した様々な例示的な論理ブロック、モ
ジュール、回路、およびアルゴリズムステップは、電子ハードウェア、コンピュータソフ
トウェア、または両方の組合せとして実装され得ることを、当業者は諒解されよう。ハー
ドウェアとソフトウェアのこの互換性を明確に示すために、様々な例示的な構成要素、ブ
ロック、モジュール、回路、およびステップについて、上記では概してそれらの機能に関
して説明した。そのような機能をハードウェアとして実装するか、ソフトウェアとして実
装するかは、特定の適用例および全体的なシステムに課せられた設計制約に依存する。当
業者は、説明した機能を特定の適用例ごとに様々な方法で実装し得るが、そのような実装
の決定は、本開示の範囲からの逸脱を生じるものと解釈されるべきではない。当業者はま
た、本明細書で説明した構成要素、方法、または相互作用の順序あるいは組合せは例にす
ぎないこと、および本開示の様々な態様の構成要素、方法、または相互作用は、本明細書
で例示し、説明したもの以外の方法で組み合わせられるかまたは実行され得ることを容易
に認識されよう。
【００８４】
　[00100]　本明細書の開示に関して説明した様々な例示的な論理ブロック、モジュール
、および回路は、汎用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途向け集
積回路（ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）または他のプ
ログラマブル論理デバイス、個別ゲートまたはトランジスタ論理、個別ハードウェア構成
要素、あるいは本明細書で説明した機能を実行するように設計されたそれらの任意の組合
せを用いて実装または実行され得る。汎用プロセッサはマイクロプロセッサであり得るが
、代替として、プロセッサは任意の従来のプロセッサ、コントローラ、マイクロコントロ
ーラ、または状態機械であり得る。プロセッサはまた、コンピューティングデバイスの組
合せ、たとえば、ＤＳＰとマイクロプロセッサとの組合せ、複数のマイクロプロセッサ、
ＤＳＰコアと連携する１つまたは複数のマイクロプロセッサ、あるいは任意の他のそのよ
うな構成として実装され得る。
【００８５】
　[00101]　本明細書の開示に関して説明された方法またはアルゴリズムのステップは、
直接ハードウェアで実施されるか、プロセッサによって実行されるソフトウェアモジュー
ルで実施されるか、またはその２つの組合せで実施され得る。ソフトウェアモジュールは
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、ＲＡＭメモリ、フラッシュメモリ、ＲＯＭメモリ、ＥＰＲＯＭメモリ、ＥＥＰＲＯＭ（
登録商標）メモリ、レジスタ、ハードディスク、リムーバブルディスク、ＣＤ－ＲＯＭ、
または当技術分野で知られている任意の他の形態の記憶媒体（storage medium）中に常駐
し得る。例示的な記憶媒体は、プロセッサが記憶媒体から情報を読み取ることができ、記
憶媒体に情報を書き込むことができるように、プロセッサに結合される。代替として、記
憶媒体はプロセッサに一体化され得る。プロセッサおよび記憶媒体はＡＳＩＣ中に存在し
得る。ＡＳＩＣはユーザ端末内に存在し得る。代替として、プロセッサおよび記憶媒体は
、ユーザ端末中に個別構成要素として存在し得る。
【００８６】
　[00102]　１つまたは複数の例示的な設計では、説明した機能は、ハードウェア、ソフ
トウェア、ファームウェア、またはそれらの組合せで実装され得る。ソフトウェアで実装
される場合、機能は、１つまたは複数の命令またはコードとしてコンピュータ可読媒体上
に記憶されるか、あるいはコンピュータ可読媒体を介して送信され得る。コンピュータ可
読媒体は、ある場所から別の場所へのコンピュータプログラムの転送を可能にする任意の
媒体を含む、コンピュータ記憶媒体とコンピュータ通信媒体の両方を含む。コンピュータ
可読記憶媒体は、汎用または専用コンピュータによってアクセスされ得る任意の利用可能
な媒体であり得る。限定ではなく例として、そのようなコンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ
、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭまたは他の光ディスクストレージ、磁気ディスク
ストレージまたは他の磁気記憶デバイス、あるいは命令またはデータ構造の形態の所望の
プログラムコード手段を搬送または記憶するために使用され得、汎用もしくは専用コンピ
ュータ、または汎用もしくは専用プロセッサによってアクセスされ得る、任意の他の媒体
を備えることができる。また、接続はコンピュータ可読媒体と適切に呼ばれ得る。たとえ
ば、ソフトウェアが、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、またはデジ
タル加入者線（ＤＳＬ）を使用して、ウェブサイト、サーバ、またはその他のリモートソ
ースから送信される場合、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、または
ＤＳＬは、媒体の定義に含まれる。本明細書で使用されるディスク（disk）およびディス
ク（disc）は、コンパクトディスク（disc）（ＣＤ）、レーザーディスク（登録商標）（
disc）、光ディスク（disc）、デジタル多用途ディスク（disc）（ＤＶＤ）、フロッピー
（登録商標）ディスク（disk）およびｂｌｕ－ｒａｙ（登録商標）ディスク（disc）を含
み、ここで、ディスク（disk）は、通常、データを磁気的に再生し、ディスク（disc）は
、データをレーザーで光学的に再生する。上記の組合せもコンピュータ可読媒体の範囲内
に含まれるべきである。
【００８７】
　[00103]　特許請求の範囲を含めて、本明細書で使用される場合、２つ以上の項目の列
挙中で使用されるとき、「および／または」という語は、列挙された項目のうちのいずれ
か１つが単独で採用され得ること、または列挙された項目のうちの２つ以上の任意の組合
せが採用され得ることを意味する。たとえば、組成が、構成要素Ａ、Ｂ、および／または
Ｃを含んでいると記述されている場合、その組成は、Ａのみ、Ｂのみ、Ｃのみ、ＡとＢの
組合せ、ＡとＣの組合せ、ＢとＣの組合せ、またはＡとＢとＣの組合せを含んでいること
がある。また、特許請求の範囲を含めて、本明細書で使用される場合、「のうちの少なく
とも１つ」で終わる項目の列挙中で使用される「または」は、たとえば、「Ａ、Ｂ、また
はＣのうちの少なくとも１つ」の列挙が、ＡまたはＢまたはＣまたはＡＢまたはＡＣまた
はＢＣまたはＡＢＣ（すなわち、ＡおよびＢおよびＣ）を意味するような選言的列挙を示
す。
【００８８】
　[00104]　本開示についての以上の説明は、いかなる当業者も本開示を作成または使用
することができるように与えたものである。本開示への様々な修正は当業者には容易に明
らかになり、本明細書で定義した一般原理は、本開示の趣旨または範囲から逸脱すること
なく他の変形形態に適用され得る。したがって、本開示は、本明細書で説明した例および
設計に限定されるものではなく、本明細書で開示した原理および新規の特徴に合致する最
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も広い範囲を与えられるべきである。
　以下に本願の出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］　ネットワーク情報を使用して制御基準送信を生成することと、
　前記制御基準送信のスケジュールされた送信時間より前に、アンライセンスキャリア上
でチャネル予約信号を送信することと、
　前記スケジュールされた送信時間において前記アンライセンスキャリア上で前記制御基
準送信を送信することとを備える、ワイヤレス通信の方法。
［Ｃ２］　前記アンライセンスキャリア上でクリアチャネルアセスメント（ＣＣＡ）を実
行することをさらに備え、
　ここにおいて、前記チャネル予約信号は、前記ＣＣＡが前記アンライセンスキャリアが
クリアであることを示すことに応答して送信され、
　ここにおいて、前記チャネル予約信号が、
　チャネル使用ビーコン信号（ＣＵＢＳ：channel usage beacon signal）、
　送信要求（ＲＴＳ）信号、または
　送信クリア（ＣＴＳ）信号のうちの少なくとも１つを含む、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ３］　前記ネットワーク情報が、
　基地局に関連付けられた同期情報と、
　前記基地局に関連付けられた共通基準信号（ＣＲＳ）と、
　前記基地局に関連付けられたブロードキャストチャネルと、
　前記基地局に関連付けられたタイミング情報と、
　前記基地局に関連付けられた周波数情報と、
　前記基地局のセル識別子（ＩＤ）と、
　前記基地局に関連付けられたチャネル状態測定値と、
　前記基地局に関連付けられた１つまたは複数のネットワークパラメータと、
　前記基地局によってサービスされる１つまたは複数のユーザ機器（ＵＥ）に関連付けら
れたページング情報と、
　前記基地局によってサービスされる前記１つまたは複数のＵＥに関連付けられた今度の
トラフィックの情報とのうちの１つまたは複数を含む、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ４］　前記制御基準送信が、クリアチャネルアセスメント免除送信（ＣＥＴ：clear 
channel assessment exempt transmission）を含む、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ５］　ネットワーク情報を使用して制御基準送信を生成することと、
　アンライセンスキャリア上での前記制御基準送信の送信のためのスケジュールされた制
御基準送信ウィンドウ内のロケーションを選択することと、
　前記スケジュールされた制御基準送信ウィンドウ内の前記ロケーションにおいて前記ア
ンライセンスキャリア上で前記制御基準送信を送信することとを備える、ワイヤレス通信
の方法。
［Ｃ６］　前記アンライセンスキャリア上でクリアチャネルアセスメント（ＣＣＡ）を実
行することをさらに備え、ここにおいて、前記制御基準送信は、前記ＣＣＡが前記アンラ
イセンスキャリアがクリアであることを示すことに応答して送信される、Ｃ５に記載の方
法。
［Ｃ７］　前記ロケーションが、ホッピング関数に基づいて選択される、Ｃ５に記載の方
法。
［Ｃ８］　前記ホッピング関数は、基地局がそれに関連付けられた各パブリックランドモ
バイル番号（ＰＬＭＮ）についてあらかじめ定義される、Ｃ７に記載の方法。
［Ｃ９］　前記ホッピング関数が、ユーザ機器（ＵＥ）に知られているランダム化パター
ンを含む、Ｃ７に記載の方法。
［Ｃ１０］　前記ネットワーク情報が、
　基地局に関連付けられた同期情報と、
　前記基地局に関連付けられた共通基準信号（ＣＲＳ）と、
　前記基地局に関連付けられたブロードキャストチャネルと、
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　前記基地局に関連付けられたタイミング情報と、
　前記基地局に関連付けられた周波数情報と、
　前記基地局のセル識別子（ＩＤ）と、
　前記基地局に関連付けられたチャネル状態測定値と、
　前記基地局に関連付けられた１つまたは複数のネットワークパラメータと、
　前記基地局によってサービスされる１つまたは複数のユーザ機器（ＵＥ）に関連付けら
れたページング情報と、
　前記基地局によってサービスされる前記１つまたは複数のＵＥに関連付けられた今度の
トラフィックの情報とのうちの１つまたは複数を含む、Ｃ５に記載の方法。
［Ｃ１１］　前記制御基準送信が、クリアチャネルアセスメント免除送信（ＣＥＴ）を含
む、Ｃ５に記載の方法。
［Ｃ１２］　アンライセンスキャリア上でのサービング基地局からのダウンリンク制御基
準送信のスケジュールを決定することと、
　前記スケジュールに従って次の制御基準送信より前に前記アンライセンスキャリア上で
チャネル予約信号を送信することと、
　前記アンライセンスキャリア上での前記次の制御基準送信を受信することとを備える、
ワイヤレス通信の方法。
［Ｃ１３］　前記スケジュールが、前記アンライセンスキャリア上での前記ダウンリンク
制御基準送信の送信のためのスケジュールされた制御基準送信ウィンドウ内のロケーショ
ンを含み、ここにおいて、前記ロケーションが、ユーザ機器（ＵＥ）に知られているホッ
ピング関数に基づく、Ｃ１２に記載の方法。
［Ｃ１４］　前記ホッピング関数が、ランダム化パターンを含む、Ｃ１３に記載の方法。
［Ｃ１５］　前記チャネル予約信号が、
　チャネル使用ビーコン信号（ＣＵＢＳ）、
　送信要求（ＲＴＳ）信号、または
　送信クリア（ＣＴＳ）信号のうちの少なくとも１つを含む、Ｃ１２に記載の方法。
［Ｃ１６］　前記ダウンリンク制御基準送信の前記スケジュールに従って前の制御基準送
信を復号することの失敗を決定すること、ここにおいて、前記チャネル予約信号を前記送
信することが、前記失敗に応答して実行される、をさらに含む、Ｃ１２に記載の方法。
［Ｃ１７］　ページングオケージョンを復号しようとする各試みについて信号品質を監視
することと、
　前記信号品質が復号しきい値レベルを満たすことに失敗した各時間を表す低信号品質メ
トリックを決定することと、ここにおいて、前記チャネル予約信号を前記送信することは
、前記低信号品質メトリックが所定のしきい値を超えることに応答して実行される、をさ
らに含む、Ｃ１２に記載の方法。
［Ｃ１８］　前記ダウンリンク制御基準送信の前記スケジュールに従って制御基準送信を
復号することの失敗率を監視することと、
　前記失敗率に少なくとも部分的に基づいて、前記信号予約信号の送信電力を調整するこ
ととをさらに含む、Ｃ１２に記載の方法。
［Ｃ１９］　前記ダウンリンク制御基準送信が、クリアチャネルアセスメント免除送信（
ＣＥＴ）を含む、Ｃ１２に記載の方法。
［Ｃ２０］　基地局によってサービスされるユーザ機器（ＵＥ）から送信される予想され
るアップリンク制御基準送信のためのアップリンク制御基準送信受信の予想される持続時
間を決定することと、
　保護信号を送信することと、ここにおいて、前記保護信号が、前記アップリンク制御基
準送信受信の前記予想される持続時間の少なくとも前記持続時間の保護持続時間を識別す
る、
　前記予想されるアップリンク制御基準送信を監視することとを備える、ワイヤレス通信
の方法。
［Ｃ２１］　アンライセンスキャリア上でクリアチャネルアセスメント（ＣＣＡ）を実行
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することと、
　ダウンリンク制御基準送信を送信することと、ここにおいて、前記制御基準送信は、前
記ＣＣＡが前記アンライセンスキャリアがクリアであることを示すことに応答して送信さ
れ、ここにおいて、前記保護信号が、前記ダウンリンク制御基準送信の後であるが前記予
想されるアップリンク制御基準送信の前に送信される、をさらに含む、Ｃ２０に記載の方
法。
［Ｃ２２］　ダウンリンク制御基準送信の持続時間を決定すること、ここにおいて、前記
保護信号によって識別される前記予想される持続時間が、前記ダウンリンク制御基準送信
の前記持続時間をさらに含む、をさらに含む、Ｃ２０に記載の方法。
［Ｃ２３］　前記保護信号が、
　送信要求（ＲＴＳ）信号、または
　送信クリア（ＣＴＳ）信号のうちの少なくとも１つを含む、Ｃ２０に記載の方法。
［Ｃ２４］　前記制御基準送信が、クリアチャネルアセスメント免除送信（ＣＥＴ）を含
む、Ｃ２０に記載の方法。
［Ｃ２５］　ネットワーク情報を使用して制御基準送信を生成するための手段と、
　前記制御基準送信のスケジュールされた送信時間より前にアンライセンスキャリア上で
チャネル予約信号を送信するための手段と、
　前記スケジュールされた送信時間において前記アンライセンスキャリア上で前記制御基
準送信を送信するための手段とを備える、ワイヤレス通信のために構成された装置。
［Ｃ２６］　前記アンライセンスキャリア上でクリアチャネルアセスメント（ＣＣＡ）を
実行するための手段をさらに備え、
　ここにおいて、前記チャネル予約信号を送信するための前記手段は、前記ＣＣＡが前記
アンライセンスキャリアがクリアであることを示すことに応答して実行され、
　ここにおいて、前記チャネル予約信号が、
　チャネル使用ビーコン信号（ＣＵＢＳ）、
　送信要求（ＲＴＳ）信号、または
　送信クリア（ＣＴＳ）信号のうちの少なくとも１つを含む、Ｃ２５に記載の装置。
［Ｃ２７］　前記ネットワーク情報が、
　基地局に関連付けられた同期情報と、
　前記基地局に関連付けられた共通基準信号（ＣＲＳ）と、
　前記基地局に関連付けられたブロードキャストチャネルと、
　前記基地局に関連付けられたタイミング情報と、
　前記基地局に関連付けられた周波数情報と、
　前記基地局のセル識別子（ＩＤ）と、
　前記基地局に関連付けられたチャネル状態測定値と、
　前記基地局に関連付けられた１つまたは複数のネットワークパラメータと、
　前記基地局によってサービスされる１つまたは複数のユーザ機器（ＵＥ）に関連付けら
れたページング情報と、
　前記基地局によってサービスされる前記１つまたは複数のＵＥに関連付けられた今度の
トラフィックの情報とのうちの１つまたは複数を含む、Ｃ２５に記載の装置。
［Ｃ２８］　前記制御基準送信が、クリアチャネルアセスメント免除送信（ＣＥＴ）を含
む、Ｃ２５に記載の装置。
［Ｃ２９］　ネットワーク情報を使用して制御基準送信を生成するための手段と、
　アンライセンスキャリア上での前記制御基準送信の送信のためのスケジュールされた制
御基準送信ウィンドウ内のロケーションを選択するための手段と、
　前記スケジュールされた制御基準送信ウィンドウ内の前記ロケーションにおいて前記ア
ンライセンスキャリア上で前記制御基準送信を送信するための手段とを備える、ワイヤレ
ス通信のために構成された装置。
［Ｃ３０］　前記アンライセンスキャリア上でクリアチャネルアセスメント（ＣＣＡ）を
実行するための手段をさらに備え、ここにおいて、前記制御基準送信を送信するための前
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記手段は、前記ＣＣＡが前記アンライセンスキャリアがクリアであることを示すことに応
答して実行される、Ｃ２９に記載の装置。
［Ｃ３１］　前記ロケーションが、ホッピング関数に基づいて選択される、Ｃ２９に記載
の装置。
［Ｃ３２］　前記ホッピング関数は、基地局がそれに関連付けられた各パブリックランド
モバイル番号（ＰＬＭＮ）についてあらかじめ定義される、Ｃ３１に記載の装置。
［Ｃ３３］　前記ホッピング関数が、ユーザ機器（ＵＥ）に知られているランダム化パタ
ーンを含む、Ｃ３１に記載の装置。
［Ｃ３４］　前記ネットワーク情報が、
　基地局に関連付けられた同期情報と、
　前記基地局に関連付けられた共通基準信号（ＣＲＳ）と、
　前記基地局に関連付けられたブロードキャストチャネルと、
　前記基地局に関連付けられたタイミング情報と、
　前記基地局に関連付けられた周波数情報と、
　前記基地局のセル識別子（ＩＤ）と、
　前記基地局に関連付けられたチャネル状態測定値と、
　前記基地局に関連付けられた１つまたは複数のネットワークパラメータと、
　前記基地局によってサービスされる１つまたは複数のユーザ機器（ＵＥ）に関連付けら
れたページング情報と、
　前記基地局によってサービスされる前記１つまたは複数のＵＥに関連付けられた今度の
トラフィックの情報とのうちの１つまたは複数を含む、Ｃ２９に記載の装置。
［Ｃ３５］　前記制御基準送信が、クリアチャネルアセスメント免除送信（ＣＥＴ）を含
む、Ｃ２９に記載の装置。
［Ｃ３６］　アンライセンスキャリア上でのサービング基地局からのダウンリンク制御基
準送信のスケジュールを決定するための手段と、
　前記スケジュールに従って次の制御基準送信より前に前記アンライセンスキャリア上で
チャネル予約信号を送信するための手段と、
　前記アンライセンスキャリア上での前記次の制御基準送信を受信するための手段とを備
える、ワイヤレス通信のために構成された装置。
［Ｃ３７］　前記スケジュールが、前記アンライセンスキャリア上での前記制御基準送信
の送信のためのスケジュールされた制御基準送信ウィンドウ内のロケーションを含み、こ
こにおいて、前記ロケーションが、ユーザ機器（ＵＥ）に知られているホッピング関数に
基づく、Ｃ３６に記載の装置。
［Ｃ３８］　前記ホッピング関数が、ランダム化パターンを含む、Ｃ３７に記載の装置。
［Ｃ３９］　前記チャネル予約信号が、
　チャネル使用ビーコン信号（ＣＵＢＳ）、
　送信要求（ＲＴＳ）信号、または
　送信クリア（ＣＴＳ）信号のうちの少なくとも１つを含む、Ｃ３６に記載の装置。
［Ｃ４０］　前記ダウンリンク制御基準送信の前記スケジュールに従って前の制御基準送
信を復号することの失敗を決定するための手段、ここにおいて、前記チャネル予約信号を
送信するための前記手段が、前記失敗に応答して実行される、をさらに含む、Ｃ３６に記
載の装置。
［Ｃ４１］　ページングオケージョンを復号しようとする各試みについて信号品質を監視
するための手段と、
　前記信号品質が復号しきい値レベルを満たすことに失敗した各時間を表す低信号品質メ
トリックを決定するための手段と、ここにおいて、前記チャネル予約信号を送信するため
の前記手段は、前記低信号品質メトリックが所定のしきい値を超えることに応答して実行
される、をさらに含む、Ｃ３６に記載の装置。
［Ｃ４２］　前記ダウンリンク制御基準送信の前記スケジュールに従って制御基準送信を
復号することの失敗率を監視するための手段と、
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　前記失敗率に少なくとも部分的に基づいて、前記信号予約信号の送信電力を調整するた
めの手段とをさらに含む、Ｃ３６に記載の装置。
［Ｃ４３］　前記制御基準送信が、クリアチャネルアセスメント免除送信（ＣＥＴ）を含
む、Ｃ３６に記載の装置。
［Ｃ４４］　基地局によってサービスされるユーザ機器（ＵＥ）から送信される予想され
るアップリンク制御基準送信のためのアップリンク制御基準送信受信の予想される持続時
間を決定するための手段と、
　保護信号を送信するための手段と、ここにおいて、前記保護信号が、前記アップリンク
制御基準送信受信の前記予想される持続時間の少なくとも前記持続時間の保護持続時間を
識別する、
　前記予想されるアップリンク制御基準送信を監視するための手段とを備える、ワイヤレ
ス通信のために構成された装置。
［Ｃ４５］　アンライセンスキャリア上でクリアチャネルアセスメント（ＣＣＡ）を実行
するための手段と、
　ダウンリンク制御基準送信を送信するための手段と、ここにおいて、前記制御基準送信
は、前記ＣＣＡが前記アンライセンスキャリアがクリアであることを示すことに応答して
送信され、ここにおいて、前記保護信号が、前記ダウンリンク制御基準送信の後であるが
前記予想されるアップリンク制御基準送信の前に送信される、をさらに含む、Ｃ４４に記
載の装置。
［Ｃ４６］　ダウンリンク制御基準送信の持続時間を決定するための手段、ここにおいて
、前記保護信号によって識別される前記保護持続時間が、前記ダウンリンク制御基準送信
の前記持続時間をさらに含む、をさらに含む、Ｃ４４に記載の装置。
［Ｃ４７］　前記保護信号が、
　送信要求（ＲＴＳ）信号、または
　送信クリア（ＣＴＳ）信号のうちの少なくとも１つを含む、Ｃ４４に記載の装置。
［Ｃ４８］　前記制御基準送信が、クリアチャネルアセスメント免除送信（ＣＥＴ）を含
む、Ｃ４４に記載の装置。
［Ｃ４９］　プログラムコードを記録した非一時的コンピュータ可読媒体であって、前記
プログラムコードが、
　ネットワーク情報を使用して制御基準送信を生成することをコンピュータに行わせるた
めのプログラムコードと、
　前記制御基準送信のスケジュールされた送信時間より前にアンライセンスキャリア上で
チャネル予約信号を送信することを前記コンピュータに行わせるためのプログラムコード
と、
　前記スケジュールされた送信時間において前記アンライセンスキャリア上で前記制御基
準送信を送信することを前記コンピュータに行わせるためのプログラムコードとを含む、
非一時的コンピュータ可読媒体。
［Ｃ５０］　前記アンライセンスキャリア上でクリアチャネルアセスメント（ＣＣＡ）を
実行することを前記コンピュータに行わせるためのプログラムコードをさらに備え、
　ここにおいて、前記チャネル予約信号を送信することを前記コンピュータに行わせるた
めの前記プログラムコードは、前記ＣＣＡが前記アンライセンスキャリアがクリアである
ことを示すことに応答して実行され、
　ここにおいて、前記チャネル予約信号が、
　チャネル使用ビーコン信号（ＣＵＢＳ）、
　送信要求（ＲＴＳ）信号、または
　送信クリア（ＣＴＳ）信号のうちの少なくとも１つを含む、Ｃ４９に記載の非一時的コ
ンピュータ可読媒体。
［Ｃ５１］　前記ネットワーク情報が、
　基地局に関連付けられた同期情報と、
　前記基地局に関連付けられた共通基準信号（ＣＲＳ）と、



(27) JP 6599369 B2 2019.10.30

10

20

30

40

50

　前記基地局に関連付けられたブロードキャストチャネルと、
　前記基地局に関連付けられたタイミング情報と、
　前記基地局に関連付けられた周波数情報と、
　前記基地局のセル識別子（ＩＤ）と、
　前記基地局に関連付けられたチャネル状態測定値と、
　前記基地局に関連付けられた１つまたは複数のネットワークパラメータと、
　前記基地局によってサービスされる１つまたは複数のユーザ機器（ＵＥ）に関連付けら
れたページング情報と、
　前記基地局によってサービスされる前記１つまたは複数のＵＥに関連付けられた今度の
トラフィックの情報とのうちの１つまたは複数を含む、Ｃ４９に記載の非一時的コンピュ
ータ可読媒体。
［Ｃ５２］　前記制御基準送信が、クリアチャネルアセスメント免除送信（ＣＥＴ）を含
む、Ｃ４９に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
［Ｃ５３］　プログラムコードを記録した非一時的コンピュータ可読媒体であって、前記
プログラムコードが、
　ネットワーク情報を使用して制御基準送信を生成することをコンピュータに行わせるた
めのプログラムコードと、
　アンライセンスキャリア上での制御基準送信の送信のためのスケジュールされた制御基
準送信ウィンドウ内のロケーションを選択することを前記コンピュータに行わせるための
プログラムコードと、
　前記スケジュールされた制御基準送信ウィンドウ内の前記ロケーションにおいて前記ア
ンライセンスキャリア上で前記制御基準送信を送信することを前記コンピュータに行わせ
るためのプログラムコードとを含む、非一時的コンピュータ可読媒体。
［Ｃ５４］　前記アンライセンスキャリア上でクリアチャネルアセスメント（ＣＣＡ）を
実行することを前記コンピュータに行わせるためのプログラムコードをさらに備え、ここ
において、前記制御基準送信を送信することを前記コンピュータに行わせるための前記プ
ログラムコードは、前記ＣＣＡが前記アンライセンスキャリアがクリアであることを示す
ことに応答して実行される、Ｃ５３に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
［Ｃ５５］　前記ロケーションが、ホッピング関数に基づいて選択される、Ｃ５３に記載
の非一時的コンピュータ可読媒体。
［Ｃ５６］　前記ホッピング関数は、基地局がそれに関連付けられた各パブリックランド
モバイル番号（ＰＬＭＮ）についてあらかじめ定義される、Ｃ５５に記載の非一時的コン
ピュータ可読媒体。
［Ｃ５７］　前記ホッピング関数が、ユーザ機器（ＵＥ）に知られているランダム化パタ
ーンを含む、Ｃ５５に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
［Ｃ５８］　前記ネットワーク情報が、
　基地局に関連付けられた同期情報と、
　前記基地局に関連付けられた共通基準信号（ＣＲＳ）と、
　前記基地局に関連付けられたブロードキャストチャネルと、
　前記基地局に関連付けられたタイミング情報と、
　前記基地局に関連付けられた周波数情報と、
　前記基地局のセル識別子（ＩＤ）と、
　前記基地局に関連付けられたチャネル状態測定値と、
　前記基地局に関連付けられた１つまたは複数のネットワークパラメータと、
　前記基地局によってサービスされる１つまたは複数のユーザ機器（ＵＥ）に関連付けら
れたページング情報と、
　前記基地局によってサービスされる前記１つまたは複数のＵＥに関連付けられた今度の
トラフィックの情報とのうちの１つまたは複数を含む、Ｃ５３に記載の非一時的コンピュ
ータ可読媒体。
［Ｃ５９］　前記制御基準送信が、クリアチャネルアセスメント免除送信（ＣＥＴ）を含
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む、Ｃ５３に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
［Ｃ６０］　プログラムコードを記録した非一時的コンピュータ可読媒体であって、前記
プログラムコードが、
　アンライセンスキャリア上でのサービング基地局からのダウンリンク制御基準送信のス
ケジュールを決定することをコンピュータに行わせるためのプログラムコードと、
　前記スケジュールに従って次の制御基準送信より前に前記アンライセンスキャリア上で
チャネル予約信号を送信することを前記コンピュータに行わせるためのプログラムコード
と、
　前記アンライセンスキャリア上での前記次の制御基準送信を受信することを前記コンピ
ュータに行わせるためのプログラムコードとを含む、非一時的コンピュータ可読媒体。
［Ｃ６１］　前記スケジュールが、前記アンライセンスキャリア上での前記制御基準送信
の送信のためのスケジュールされた制御基準送信ウィンドウ内のロケーションを含み、こ
こにおいて、前記ロケーションが、ユーザ機器（ＵＥ）に知られているホッピング関数に
基づく、Ｃ６０に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
［Ｃ６２］　前記ホッピング関数が、ランダム化パターンを含む、Ｃ６１に記載の非一時
的コンピュータ可読媒体。
［Ｃ６３］　前記チャネル予約信号が、
　チャネル使用ビーコン信号（ＣＵＢＳ）、
　送信要求（ＲＴＳ）信号、または
　送信クリア（ＣＴＳ）信号のうちの少なくとも１つを含む、Ｃ６０に記載の非一時的コ
ンピュータ可読媒体。
［Ｃ６４］　前記ダウンリンク制御基準送信の前記スケジュールに従って前の制御基準送
信を復号することの失敗を決定することを前記コンピュータに行わせるためのプログラム
コード、ここにおいて、前記チャネル予約信号を送信することを前記コンピュータに行わ
せるための前記プログラムコードが、前記失敗に応答して実行される、をさらに含む、Ｃ
６０に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
［Ｃ６５］　ページングオケージョンを復号しようとする各試みについて信号品質を監視
することを前記コンピュータに行わせるためのプログラムコードと、
　前記信号品質が復号しきい値レベルを満たすことに失敗した各時間を表す低信号品質メ
トリックを決定することを前記コンピュータに行わせるためのプログラムコードと、ここ
において、前記チャネル予約信号を送信することを前記コンピュータに行わせるための前
記プログラムコードは、前記低信号品質メトリックが所定のしきい値を超えることに応答
して実行される、をさらに含む、Ｃ６０に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
［Ｃ６６］　前記ダウンリンク制御基準送信の前記スケジュールに従って制御基準送信を
復号することの失敗率を監視することを前記コンピュータに行わせるためのプログラムコ
ードと、
　前記失敗率に少なくとも部分的に基づいて、前記信号予約信号の送信電力を調整するこ
とを前記コンピュータに行わせるためのプログラムコードとをさらに含む、Ｃ６０に記載
の非一時的コンピュータ可読媒体。
［Ｃ６７］　前記制御基準送信が、クリアチャネルアセスメント免除送信（ＣＥＴ）を含
む、Ｃ６０に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
［Ｃ６８］　プログラムコードを記録した非一時的コンピュータ可読媒体であって、前記
プログラムコードが、
　基地局によってサービスされるユーザ機器（ＵＥ）から送信される予想されるアップリ
ンク制御基準送信のためのアップリンク制御基準送信受信の予想される持続時間を決定す
ることをコンピュータに行わせるためのプログラムコードと、
　保護信号を送信することを前記コンピュータに行わせるためのプログラムコードと、こ
こにおいて、前記保護信号が、前記アップリンク制御基準送信受信の前記予想される持続
時間の少なくとも前記持続時間の保護持続時間を識別する、
　前記予想されるアップリンク制御基準送信を監視することを前記コンピュータに行わせ
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るためのプログラムコードとを含む、非一時的コンピュータ可読媒体。
［Ｃ６９］　アンライセンスキャリア上でクリアチャネルアセスメント（ＣＣＡ）を実行
することを前記コンピュータに行わせるためのプログラムコードと、
　ダウンリンク制御基準送信を送信することを前記コンピュータに行わせるためのプログ
ラムコードと、ここにおいて、前記制御基準送信を送信することを前記コンピュータに行
わせるための前記プログラムコードは、前記ＣＣＡが前記アンライセンスキャリアがクリ
アであることを示すことに応答して実行され、ここにおいて、前記保護信号が、前記ダウ
ンリンク制御基準送信の後であるが前記予想されるアップリンク制御基準送信の前に送信
される、をさらに含む、Ｃ６８に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
［Ｃ７０］　ダウンリンク制御基準送信の持続時間を決定することを前記コンピュータに
行わせるためのプログラムコード、ここにおいて、前記保護信号によって識別される前記
予想される持続時間が、前記ダウンリンク制御基準送信の前記持続時間をさらに含む、を
さらに含む、Ｃ６８に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
［Ｃ７１］　前記保護信号が、
　送信要求（ＲＴＳ）信号、または
　送信クリア（ＣＴＳ）信号のうちの少なくとも１つを含む、Ｃ６８に記載の非一時的コ
ンピュータ可読媒体。
［Ｃ７２］　前記制御基準送信が、クリアチャネルアセスメント免除送信（ＣＥＴ）を含
む、Ｃ６８に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
［Ｃ７３］　ワイヤレス通信のために構成された装置であって、前記装置が、
　少なくとも１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサに結合されたメモリとを備え、
　ここにおいて、前記少なくとも１つのプロセッサが、
　　ネットワーク情報を使用して制御基準送信を生成することと、
　　前記制御基準送信のスケジュールされた送信時間より前にアンライセンスキャリア上
でチャネル予約信号を送信することと、
　　前記スケジュールされた送信時間において前記アンライセンスキャリア上で前記制御
基準送信を送信することと
　を行うように構成された、装置。
［Ｃ７４］　前記アンライセンスキャリア上でクリアチャネルアセスメント（ＣＣＡ）を
実行するための前記少なくとも１つのプロセッサの構成をさらに備え、
　ここにおいて、前記チャネル予約信号は、前記ＣＣＡが前記アンライセンスキャリアが
クリアであることを示すことに応答して送信され、
　ここにおいて、前記チャネル予約信号が、
　チャネル使用ビーコン信号（ＣＵＢＳ）、
　送信要求（ＲＴＳ）信号、または
　送信クリア（ＣＴＳ）信号のうちの少なくとも１つを含む、Ｃ７３に記載の装置。
［Ｃ７５］　前記ネットワーク情報が、
　基地局に関連付けられた同期情報と、
　前記基地局に関連付けられた共通基準信号（ＣＲＳ）と、
　前記基地局に関連付けられたブロードキャストチャネルと、
　前記基地局に関連付けられたタイミング情報と、
　前記基地局に関連付けられた周波数情報と、
　前記基地局のセル識別子（ＩＤ）と、
　前記基地局に関連付けられたチャネル状態測定値と、
　前記基地局に関連付けられた１つまたは複数のネットワークパラメータと、
　前記基地局によってサービスされる１つまたは複数のユーザ機器（ＵＥ）に関連付けら
れたページング情報と、
　前記基地局によってサービスされる前記１つまたは複数のＵＥに関連付けられた今度の
トラフィックの情報とのうちの１つまたは複数を含む、Ｃ７３に記載の装置。
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［Ｃ７６］　前記制御基準送信が、クリアチャネルアセスメント免除送信（ＣＥＴ）を含
む、Ｃ７３に記載の装置。
［Ｃ７７］　ワイヤレス通信のために構成された装置であって、前記装置が、
　少なくとも１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサに結合されたメモリとを備え、
　ここにおいて、前記少なくとも１つのプロセッサが、
　　ネットワーク情報を使用して制御基準送信を生成することと、
　　アンライセンスキャリア上での前記制御基準送信の送信のためのスケジュールされた
制御基準送信ウィンドウ内のロケーションを選択することと、
　　前記スケジュールされた制御基準送信ウィンドウ内の前記ロケーションにおいて前記
アンライセンスキャリア上で前記制御基準送信を送信することと
　を行うように構成された、装置。
［Ｃ７８］　前記アンライセンスキャリア上でクリアチャネルアセスメント（ＣＣＡ）を
実行するための前記少なくとも１つのプロセッサの構成をさらに備え、ここにおいて、前
記制御基準送信は、前記ＣＣＡが前記アンライセンスキャリアがクリアであることを示す
ことに応答して送信される、Ｃ７７に記載の装置。
［Ｃ７９］　前記ロケーションが、ホッピング関数に基づいて選択される、Ｃ７７に記載
の装置。
［Ｃ８０］　前記ホッピング関数は、基地局がそれに関連付けられた各パブリックランド
モバイル番号（ＰＬＭＮ）についてあらかじめ定義される、Ｃ７９に記載の装置。
［Ｃ８１］　前記ホッピング関数が、ユーザ機器（ＵＥ）に知られているランダム化パタ
ーンを含む、Ｃ７９に記載の装置。
［Ｃ８２］　前記ネットワーク情報が、
　基地局に関連付けられた同期情報と、
　前記基地局に関連付けられた共通基準信号（ＣＲＳ）と、
　前記基地局に関連付けられたブロードキャストチャネルと、
　前記基地局に関連付けられたタイミング情報と、
　前記基地局に関連付けられた周波数情報と、
　前記基地局のセル識別子（ＩＤ）と、
　前記基地局に関連付けられたチャネル状態測定値と、
　前記基地局に関連付けられた１つまたは複数のネットワークパラメータと、
　前記基地局によってサービスされる１つまたは複数のユーザ機器（ＵＥ）に関連付けら
れたページング情報と、
　前記基地局によってサービスされる前記１つまたは複数のＵＥに関連付けられた今度の
トラフィックの情報とのうちの１つまたは複数を含む、Ｃ７７に記載の装置。
［Ｃ８３］　前記制御基準送信が、クリアチャネルアセスメント免除送信（ＣＥＴ）を含
む、Ｃ７７に記載の装置。
［Ｃ８４］　ワイヤレス通信のために構成された装置であって、前記装置が、
　少なくとも１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサに結合されたメモリとを備え、
　ここにおいて、前記少なくとも１つのプロセッサが、
　　アンライセンスキャリア上でのサービング基地局からのダウンリンク制御基準送信の
スケジュールを決定することと、
　　前記スケジュールに従って次の制御基準送信より前に前記アンライセンスキャリア上
でチャネル予約信号を送信することと、
　　前記アンライセンスキャリア上での前記次の制御基準送信を受信することと
　を行うように構成された、装置。
［Ｃ８５］　前記スケジュールが、前記アンライセンスキャリア上での前記ダウンリンク
制御基準送信の送信のためのスケジュールされた制御基準送信ウィンドウ内のロケーショ
ンを含み、ここにおいて、前記ロケーションが、ユーザ機器（ＵＥ）に知られているホッ
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ピング関数に基づく、Ｃ８４に記載の装置。
［Ｃ８６］　前記ホッピング関数が、ランダム化パターンを含む、Ｃ８５に記載の装置。
［Ｃ８７］　前記チャネル予約信号が、
　チャネル使用ビーコン信号（ＣＵＢＳ）、
　送信要求（ＲＴＳ）信号、または
　送信クリア（ＣＴＳ）信号のうちの少なくとも１つを含む、Ｃ８４に記載の装置。
［Ｃ８８］　前記ダウンリンク制御基準送信の前記スケジュールに従って前の制御基準送
信を復号することの失敗を決定するための前記少なくとも１つのプロセッサの構成をさら
に含み、ここにおいて、前記チャネル予約信号を送信するための前記少なくとも１つのプ
ロセッサの前記構成が、前記失敗に応答して実行される、Ｃ８４に記載の装置。
［Ｃ８９］　ページングオケージョンを復号しようとする各試みについて信号品質を監視
することと、
　前記信号品質が復号しきい値レベルを満たすことに失敗した各時間を表す低信号品質メ
トリックを決定することと、ここにおいて、前記チャネル予約信号を送信するための前記
少なくとも１つのプロセッサの前記構成は、前記低信号品質メトリックが所定のしきい値
を超えることに応答して実行される、を行うための前記少なくとも１つのプロセッサの構
成をさらに含む、Ｃ８４に記載の装置。
［Ｃ９０］　前記ダウンリンク制御基準送信の前記スケジュールに従って制御基準送信を
復号することの失敗率を監視することと、
　前記失敗率に少なくとも部分的に基づいて、前記信号予約信号の送信電力を調整するこ
ととを行うための前記少なくとも１つのプロセッサの構成をさらに含む、Ｃ８４に記載の
装置。
［Ｃ９１］　前記制御基準送信が、クリアチャネルアセスメント免除送信（ＣＥＴ）を含
む、Ｃ８４に記載の装置。
［Ｃ９２］　ワイヤレス通信のために構成された装置であって、前記装置が、
　少なくとも１つのプロセッサと、
　前記少なくとも１つのプロセッサに結合されたメモリとを備え、
　ここにおいて、前記少なくとも１つのプロセッサが、
　　基地局によってサービスされるユーザ機器（ＵＥ）から送信される予想されるアップ
リンク制御基準送信のためのアップリンク制御基準送信受信の予想される持続時間を決定
することと、
　　保護信号を送信することと、ここにおいて、前記保護信号が、前記アップリンク制御
基準送信受信の前記予想される持続時間の少なくとも前記持続時間の保護持続時間を識別
する、
　　前記予想されるアップリンク制御基準送信を監視することと
　を行うように構成された、装置。
［Ｃ９３］　アンライセンスキャリア上でクリアチャネルアセスメント（ＣＣＡ）を実行
することと、
　ダウンリンク制御基準送信を送信することと、ここにおいて、前記制御基準送信は、前
記ＣＣＡが前記アンライセンスキャリアがクリアであることを示すことに応答して送信さ
れ、ここにおいて、前記保護信号が、前記ダウンリンク制御基準送信の後であるが前記予
想されるアップリンク制御基準送信の前に送信される、を行うための前記少なくとも１つ
のプロセッサの構成をさらに含む、Ｃ９２に記載の装置。
［Ｃ９４］　ダウンリンク制御基準送信の持続時間を決定するための前記少なくとも１つ
のプロセッサの構成をさらに含み、ここにおいて、前記保護信号によって識別される前記
予想される持続時間が、前記ダウンリンク制御基準送信の前記持続時間をさらに含む、Ｃ
９２に記載の装置。
［Ｃ９５］　前記保護信号が、
　送信要求（ＲＴＳ）信号、または
　送信クリア（ＣＴＳ）信号のうちの少なくとも１つを含む、Ｃ９２に記載の装置。
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［Ｃ９６］　前記制御基準送信が、クリアチャネルアセスメント免除送信（ＣＥＴ）を含
む、Ｃ９２に記載の装置。
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